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健幸スマイルスタジオ健幸スマイルスタジオ
11月15日　乳幼児あそびの広場11月15日　乳幼児あそびの広場

こころもからだも健康に！妊婦さんとママのためのスタジオ
妊娠中～産後3年程度の方を対象とした「健
幸スマイルスタジオ」を開催しています。

・運動で「肩こり」や「腰痛」などの軽減をしたい
・子育てのちょっとした不安を解消したい
・みんなどうしてる？子育て仲間に聞いてみたい
などのお悩み解消にご活用ください。オンライン教室
と対面教室に参加できます。

（この教室は、内閣府の戦略的イノベーション創造プログラムの『「ママもまんな
か」子育て支援プロジェクト』（通称）として実施され、加茂市を含む全国 12 の
自治体と2つの地域で実施されています。）

お申込みはこちらから
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　11月に市内7か所で防災をテーマにした座談会を開催いたしました。参加された皆さまから多くのご意
見、ご提案をいただきました。ありがとうございました。この度座談会を開催したのは、長い間市民の
皆さまの中にある防災の常識を一変したいと思ったからです。

　皆さまご承知のように、地球温暖化の影響もあり毎年各地で災害が発生しています。特に近年は、線
状降水帯の発生やゲリラ豪雨により瞬く間に状況が悪化し、川の水が堤防を越えて浸水したり土砂災害
が発生したりして大きな被害が出ています。

　このような状況に鑑みて、加茂市ではメールや LINEなどの SNSによる情報配信、防災アプリ「かも防災・
行政ナビ」と専用タブレットによる情報配信、新しい洪水ハザードマップの作成とマイ・タイムライン（私
の避難計画）の周知、防災出前講座の開催、自主防災組織の結成の支援など、災害時に最も重要となる「自
助」、「共助」の促進のための施策を進めてまいりました。
　また、9月24日には約30年ぶりの総合防災訓練を行いました。このような訓練は毎年開催していきた
いと考えています。

　「自助」とは、自分の命は自分で守るということです。これには家族も含みます。
　「共助」とは、一人で避難することが困難な人を手助けし、地域のみんなで協力して命を守ることです。
　「公助」とは、公的な機関による救助、援助です。市役所は市役所がやるべきことを全うすることで市
民の命を守ります。

　幸いに加茂市では近年大きな災害は起きていませんが、昨年の8月に村上市・関川村で線状降水帯によ
り大きな災害が起きているように、加茂市でも大きな災害はいつ起きてもおかしくない状況です。ひと
たび線状降水帯が発生すると瞬く間に状況が悪化するので、「まだ大丈夫」という考えは禁物です。
　平成23年の7.29新潟・福島豪雨のときは、市はスクールバスを合計12台出し、134人の方が乗車し避
難所へ避難しました。このときは幸いにも越水や破堤はなく、大きな被害はありませんでした。

　しかしこれからは、洪水や土砂災害が迫ったときにバスでの避難は難しいと考えています。繰り返し
お話しているように、近年の災害では急激に状況が悪化しています。バスを手配し道路が冠水している
中で、避難が必要な地区を回り全員を乗せて避難してもらうことは不可能に近いと思います。

そこで皆さまにお伝えしたいのは、
　①避難をする際に、これまでのように市はバスを出すことはありません。
　②日頃からハザードマップで確認して、自宅の災害リスクを把握してください。
　③災害時は早めの避難を心がけてください。
ということです。
　市としても早めに避難所を開設し、空振り覚悟で避難指示を出します。市の避難所だけではなく、安
全な親戚や知人のお宅、自宅の２階以上が安全と確認できた場合は、自宅の２階に避難することも有効
です。各自でご判断のうえ、早めに避難することが大切です。

　各自で判断と言われても、実際に自分はどのように行動すればよいのかよくわからないという方もい
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かも防災出前講座をご利用ください
　「かも防災出前講座」は、市の防災担当職員がみなさんの区や学校、団体等へ出向いて、防災講座を行う事
業です。区や自主防災組織の防災事業や地域、団体の防災イベントとして、また、児童生徒・学生向けの防災
学習や保育園、要配慮者施設等の職員学習などに、是非、ご活用ください。
【申し込み方法】
　①おおむね１０人以上でお申し込みください。
　②講座内容は、講座メニューから選んでください。
　③開講しようとする日の１５日前までに受講申込書により総務課防災係へ
　　メール、FAX、郵送等でお申し込みください。
　　また、講座終了後、実施報告書の提出をお願いします。
【時　間】平日・休日を問わず、午前９時から午後９時までの２時間以内です。
【場　所】
　　申込者の希望する加茂市内の集会所等で行います。ただし、公共施設を利用す
　る場合の使用料はかかりません。施設使用申請書の使用目的欄に「かも防災出前
　講座」とご記入ください。
【受講料】受講料は無料です。
【その他】
　①講座に必要な資料や教材、プロジェクターなどの資機材は市で準備します。
　②会場確保、テーブル等の配置、参加者への案内・とりまとめは、お申し込みされた人が行ってください。

講座メニュー
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2
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No 講座名／講座内容
洪水・土砂災害から命を守るマイ・タイムライン

防災クイズ　＊

想像力を高めて「もしも」にそなえる　～クロスロード～

避難所運営ゲーム

非常持ち出し袋ゲーム　＊

なまずの学校　＊

避難所設営体験　＊

防災講話　＊

風水害の発生に備えて、ハザードマップや避難情報などについて学びながら、自身
や家族のとるべき行動計画（マイ・タイムライン）を作成します。

90～120分
学校 :180分

所要時間

クイズに答えながら楽しく防災知識を学びます。

問題に答えながら災害対応能力を身につけます。

避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験します。

非常持ち出し袋作成のきっかけづくりとしてお薦めのゲームです。

災害時に役立つアイテムを考える防災カードゲームです。

ダンボールベッドや簡易トイレの組み立てなど、避難所の設営を体験します。

災害時の地域の想定や災害対応の基礎知識、自助・共助の重要性などについて講話
します。申請者のご要望により、下記の内容についても講話可能です。
・自主防災組織結成の進め方　・自主防災組織の活動について
・要配慮者施設の避難について　・避難行動要支援者支援制度について
・かも防災・行政ナビについて

60～90分

60～90分

60～90分

90～120分

60～90分

60分

120分

＊…小学生対応可 【申込み・問い合わせ】総務課防災係（0256-52-0080 内線321）

受講申込書は
こちらから

らっしゃると思います。そのようなときは、市の「かも防災出前講座」をご活用ください。市の防災担当
職員が皆さまのところへ出かけていきます。メニューも、体験、講話、クイズ、ゲームなど様々な形式
で防災について学ぶことができます。地域の皆さまや各団体の皆さまでご検討いただけると幸いです。

　今年は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人々の動きは昨年よりずっと自由になりました。
そのことを忘れてしまいがちになりますが、自由に人と会ったり、移動したりできる環境に感謝して1年
を締めくくりたいと思います。
　皆さま、よいお年をお迎えください。

※講話内容について事前にご相談いただけれ
ば、ご要望にお応えします。
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表紙

年末のごあいさつ
加茂市長　藤田　明美

　11月に市内7か所で防災をテーマにした座談会を開催いたしました。参加された皆さまから多くのご意
見、ご提案をいただきました。ありがとうございました。この度座談会を開催したのは、長い間市民の
皆さまの中にある防災の常識を一変したいと思ったからです。

　皆さまご承知のように、地球温暖化の影響もあり毎年各地で災害が発生しています。特に近年は、線
状降水帯の発生やゲリラ豪雨により瞬く間に状況が悪化し、川の水が堤防を越えて浸水したり土砂災害
が発生したりして大きな被害が出ています。

　このような状況に鑑みて、加茂市ではメールや LINEなどの SNSによる情報配信、防災アプリ「かも防災・
行政ナビ」と専用タブレットによる情報配信、新しい洪水ハザードマップの作成とマイ・タイムライン（私
の避難計画）の周知、防災出前講座の開催、自主防災組織の結成の支援など、災害時に最も重要となる「自
助」、「共助」の促進のための施策を進めてまいりました。
　また、9月24日には約30年ぶりの総合防災訓練を行いました。このような訓練は毎年開催していきた
いと考えています。

　「自助」とは、自分の命は自分で守るということです。これには家族も含みます。
　「共助」とは、一人で避難することが困難な人を手助けし、地域のみんなで協力して命を守ることです。
　「公助」とは、公的な機関による救助、援助です。市役所は市役所がやるべきことを全うすることで市
民の命を守ります。

　幸いに加茂市では近年大きな災害は起きていませんが、昨年の8月に村上市・関川村で線状降水帯によ
り大きな災害が起きているように、加茂市でも大きな災害はいつ起きてもおかしくない状況です。ひと
たび線状降水帯が発生すると瞬く間に状況が悪化するので、「まだ大丈夫」という考えは禁物です。
　平成23年の7.29新潟・福島豪雨のときは、市はスクールバスを合計12台出し、134人の方が乗車し避
難所へ避難しました。このときは幸いにも越水や破堤はなく、大きな被害はありませんでした。

　しかしこれからは、洪水や土砂災害が迫ったときにバスでの避難は難しいと考えています。繰り返し
お話しているように、近年の災害では急激に状況が悪化しています。バスを手配し道路が冠水している
中で、避難が必要な地区を回り全員を乗せて避難してもらうことは不可能に近いと思います。

そこで皆さまにお伝えしたいのは、
　①避難をする際に、これまでのように市はバスを出すことはありません。
　②日頃からハザードマップで確認して、自宅の災害リスクを把握してください。
　③災害時は早めの避難を心がけてください。
ということです。
　市としても早めに避難所を開設し、空振り覚悟で避難指示を出します。市の避難所だけではなく、安
全な親戚や知人のお宅、自宅の２階以上が安全と確認できた場合は、自宅の２階に避難することも有効
です。各自でご判断のうえ、早めに避難することが大切です。

　各自で判断と言われても、実際に自分はどのように行動すればよいのかよくわからないという方もい

らっしゃると思います。そのようなときは、市の「かも防災出前講座」をご活用ください。市の防災担当
職員が皆さまのところへ出かけていきます。メニューも、体験、講話、クイズ、ゲームなど様々な形式
で防災について学ぶことができます。地域の皆さまや各団体の皆さまでご検討いただけると幸いです。

　今年は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人々の動きは昨年よりずっと自由になりました。
そのことを忘れてしまいがちになりますが、自由に人と会ったり、移動したりできる環境に感謝して1年
を締めくくりたいと思います。
　皆さま、よいお年をお迎えください。
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　11月に市内7か所で防災をテーマにした座談会を開催いたしました。参加された皆さまから多くのご意
見、ご提案をいただきました。ありがとうございました。この度座談会を開催したのは、長い間市民の
皆さまの中にある防災の常識を一変したいと思ったからです。

　皆さまご承知のように、地球温暖化の影響もあり毎年各地で災害が発生しています。特に近年は、線
状降水帯の発生やゲリラ豪雨により瞬く間に状況が悪化し、川の水が堤防を越えて浸水したり土砂災害
が発生したりして大きな被害が出ています。

　このような状況に鑑みて、加茂市ではメールや LINEなどの SNSによる情報配信、防災アプリ「かも防災・
行政ナビ」と専用タブレットによる情報配信、新しい洪水ハザードマップの作成とマイ・タイムライン（私
の避難計画）の周知、防災出前講座の開催、自主防災組織の結成の支援など、災害時に最も重要となる「自
助」、「共助」の促進のための施策を進めてまいりました。
　また、9月24日には約30年ぶりの総合防災訓練を行いました。このような訓練は毎年開催していきた
いと考えています。

　「自助」とは、自分の命は自分で守るということです。これには家族も含みます。
　「共助」とは、一人で避難することが困難な人を手助けし、地域のみんなで協力して命を守ることです。
　「公助」とは、公的な機関による救助、援助です。市役所は市役所がやるべきことを全うすることで市
民の命を守ります。

　幸いに加茂市では近年大きな災害は起きていませんが、昨年の8月に村上市・関川村で線状降水帯によ
り大きな災害が起きているように、加茂市でも大きな災害はいつ起きてもおかしくない状況です。ひと
たび線状降水帯が発生すると瞬く間に状況が悪化するので、「まだ大丈夫」という考えは禁物です。
　平成23年の7.29新潟・福島豪雨のときは、市はスクールバスを合計12台出し、134人の方が乗車し避
難所へ避難しました。このときは幸いにも越水や破堤はなく、大きな被害はありませんでした。

　しかしこれからは、洪水や土砂災害が迫ったときにバスでの避難は難しいと考えています。繰り返し
お話しているように、近年の災害では急激に状況が悪化しています。バスを手配し道路が冠水している
中で、避難が必要な地区を回り全員を乗せて避難してもらうことは不可能に近いと思います。

そこで皆さまにお伝えしたいのは、
　①避難をする際に、これまでのように市はバスを出すことはありません。
　②日頃からハザードマップで確認して、自宅の災害リスクを把握してください。
　③災害時は早めの避難を心がけてください。
ということです。
　市としても早めに避難所を開設し、空振り覚悟で避難指示を出します。市の避難所だけではなく、安
全な親戚や知人のお宅、自宅の２階以上が安全と確認できた場合は、自宅の２階に避難することも有効
です。各自でご判断のうえ、早めに避難することが大切です。

　各自で判断と言われても、実際に自分はどのように行動すればよいのかよくわからないという方もい

か
も
防
災
出
前
講
座

かも防災出前講座をご利用ください
　「かも防災出前講座」は、市の防災担当職員がみなさんの区や学校、団体等へ出向いて、防災講座を行う事
業です。区や自主防災組織の防災事業や地域、団体の防災イベントとして、また、児童生徒・学生向けの防災
学習や保育園、要配慮者施設等の職員学習などに、是非、ご活用ください。
【申し込み方法】
　①おおむね１０人以上でお申し込みください。
　②講座内容は、講座メニューから選んでください。
　③開講しようとする日の１５日前までに受講申込書により総務課防災係へ
　　メール、FAX、郵送等でお申し込みください。
　　また、講座終了後、実施報告書の提出をお願いします。
【時　間】平日・休日を問わず、午前９時から午後９時までの２時間以内です。
【場　所】
　　申込者の希望する加茂市内の集会所等で行います。ただし、公共施設を利用す
　る場合の使用料はかかりません。施設使用申請書の使用目的欄に「かも防災出前
　講座」とご記入ください。
【受講料】受講料は無料です。
【その他】
　①講座に必要な資料や教材、プロジェクターなどの資機材は市で準備します。
　②会場確保、テーブル等の配置、参加者への案内・とりまとめは、お申し込みされた人が行ってください。

講座メニュー

1

2
3
4
5
6
7

8

No 講座名／講座内容
洪水・土砂災害から命を守るマイ・タイムライン

防災クイズ　＊

想像力を高めて「もしも」にそなえる　～クロスロード～

避難所運営ゲーム

非常持ち出し袋ゲーム　＊

なまずの学校　＊

避難所設営体験　＊

防災講話　＊

風水害の発生に備えて、ハザードマップや避難情報などについて学びながら、自身
や家族のとるべき行動計画（マイ・タイムライン）を作成します。

90～120分
学校 :180分

所要時間

クイズに答えながら楽しく防災知識を学びます。

問題に答えながら災害対応能力を身につけます。

避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験します。

非常持ち出し袋作成のきっかけづくりとしてお薦めのゲームです。

災害時に役立つアイテムを考える防災カードゲームです。

ダンボールベッドや簡易トイレの組み立てなど、避難所の設営を体験します。

災害時の地域の想定や災害対応の基礎知識、自助・共助の重要性などについて講話
します。申請者のご要望により、下記の内容についても講話可能です。
・自主防災組織結成の進め方　・自主防災組織の活動について
・要配慮者施設の避難について　・避難行動要支援者支援制度について
・かも防災・行政ナビについて

60～90分

60～90分

60～90分

90～120分

60～90分

60分

120分

＊…小学生対応可 【申込み・問い合わせ】総務課防災係（0256-52-0080 内線321）

受講申込書は
こちらから

らっしゃると思います。そのようなときは、市の「かも防災出前講座」をご活用ください。市の防災担当
職員が皆さまのところへ出かけていきます。メニューも、体験、講話、クイズ、ゲームなど様々な形式
で防災について学ぶことができます。地域の皆さまや各団体の皆さまでご検討いただけると幸いです。

　今年は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人々の動きは昨年よりずっと自由になりました。
そのことを忘れてしまいがちになりますが、自由に人と会ったり、移動したりできる環境に感謝して1年
を締めくくりたいと思います。
　皆さま、よいお年をお迎えください。

※講話内容について事前にご相談いただけれ
ば、ご要望にお応えします。
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表紙

年末のごあいさつ
加茂市長　藤田　明美

　11月に市内7か所で防災をテーマにした座談会を開催いたしました。参加された皆さまから多くのご意
見、ご提案をいただきました。ありがとうございました。この度座談会を開催したのは、長い間市民の
皆さまの中にある防災の常識を一変したいと思ったからです。

　皆さまご承知のように、地球温暖化の影響もあり毎年各地で災害が発生しています。特に近年は、線
状降水帯の発生やゲリラ豪雨により瞬く間に状況が悪化し、川の水が堤防を越えて浸水したり土砂災害
が発生したりして大きな被害が出ています。

　このような状況に鑑みて、加茂市ではメールや LINEなどの SNSによる情報配信、防災アプリ「かも防災・
行政ナビ」と専用タブレットによる情報配信、新しい洪水ハザードマップの作成とマイ・タイムライン（私
の避難計画）の周知、防災出前講座の開催、自主防災組織の結成の支援など、災害時に最も重要となる「自
助」、「共助」の促進のための施策を進めてまいりました。
　また、9月24日には約30年ぶりの総合防災訓練を行いました。このような訓練は毎年開催していきた
いと考えています。

　「自助」とは、自分の命は自分で守るということです。これには家族も含みます。
　「共助」とは、一人で避難することが困難な人を手助けし、地域のみんなで協力して命を守ることです。
　「公助」とは、公的な機関による救助、援助です。市役所は市役所がやるべきことを全うすることで市
民の命を守ります。

　幸いに加茂市では近年大きな災害は起きていませんが、昨年の8月に村上市・関川村で線状降水帯によ
り大きな災害が起きているように、加茂市でも大きな災害はいつ起きてもおかしくない状況です。ひと
たび線状降水帯が発生すると瞬く間に状況が悪化するので、「まだ大丈夫」という考えは禁物です。
　平成23年の7.29新潟・福島豪雨のときは、市はスクールバスを合計12台出し、134人の方が乗車し避
難所へ避難しました。このときは幸いにも越水や破堤はなく、大きな被害はありませんでした。

　しかしこれからは、洪水や土砂災害が迫ったときにバスでの避難は難しいと考えています。繰り返し
お話しているように、近年の災害では急激に状況が悪化しています。バスを手配し道路が冠水している
中で、避難が必要な地区を回り全員を乗せて避難してもらうことは不可能に近いと思います。

そこで皆さまにお伝えしたいのは、
　①避難をする際に、これまでのように市はバスを出すことはありません。
　②日頃からハザードマップで確認して、自宅の災害リスクを把握してください。
　③災害時は早めの避難を心がけてください。
ということです。
　市としても早めに避難所を開設し、空振り覚悟で避難指示を出します。市の避難所だけではなく、安
全な親戚や知人のお宅、自宅の２階以上が安全と確認できた場合は、自宅の２階に避難することも有効
です。各自でご判断のうえ、早めに避難することが大切です。

　各自で判断と言われても、実際に自分はどのように行動すればよいのかよくわからないという方もい

らっしゃると思います。そのようなときは、市の「かも防災出前講座」をご活用ください。市の防災担当
職員が皆さまのところへ出かけていきます。メニューも、体験、講話、クイズ、ゲームなど様々な形式
で防災について学ぶことができます。地域の皆さまや各団体の皆さまでご検討いただけると幸いです。

　今年は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人々の動きは昨年よりずっと自由になりました。
そのことを忘れてしまいがちになりますが、自由に人と会ったり、移動したりできる環境に感謝して1年
を締めくくりたいと思います。
　皆さま、よいお年をお迎えください。
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土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,385,413㎡
144,497㎡

262基
17億1,214万円

81,907㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億7,236万円
95億6,460万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億7,236万円ですが、国が負担する分を除いた
　実際に加茂市が返済する金額は28億2,517万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額 収 入 済 額
収　　　入 支　　出

5億5,394万円
8,917万円

2億2,602万円
360万円

収入割合
40.8%
4.0%

予　算　額 支 出 済 額
5億1,639万円
1億7,784万円

1億4,610万円
3,960万円

支出割合
28.3%
22.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額 収 入 済 額
歳　　　入 歳　　出

26億5,123万円
3億5,873万円
1億4,733万円
20億9,071万円
33億　  88万円

430万円
85億5,318万円

12億7,811万円
1億2,993万円
4,811万円

1億1,876万円
18億1,681万円

389万円
33億9,561万円

収入割合
48.2%
36.2%
32.7%
5.7%
55.0%
90.5%
39.7%

支 出 済 額
9億7,132万円
1億3,171万円
1,891万円

6億6,793万円
13億3,736万円

237万円
31億2,960万円

支出割合
36.6%
36.7%
12.8%
31.9%
40.5%
55.1%
36.6%

■特別会計

■一般会計

令和5年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和5年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　137億6,649万円
収入済額　　  63億   94万円（収入割合 45.8％）
支出済額　　  52億8,121万円（支出割合 38.4％）

歳　入 歳　出

　上段：予算額
　下段：収入・支出済額

民生費

教育費

土木費

総務費

衛生費

公債費

商工費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

市　債

諸収入

県支出金

地方消費税
交付金

その他

17億4,121万円
21億7,342万円

9億3,989万円
16億6,499万円

1億4,684万円
16億5,356万円

5億5,644万円
12億3,168万円
5億4,549万円
10億4,196万円
4億4,457万円
10億1,949万円
4億5,752万円
10億2,946万円
4億4,925万円

43億9,300万円
29億1,677万円
26億5,483万円

14億3,774万円
17億6,990万円

5億2,412万円
12億8,990万円

0万円

7億3,379万円
8,953万円

8億257万円
7,434万円

6億5,400万円
3億4,783万円

14億6,850万円
9億1,061万円

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億5,193万円

令
和
５
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
会
、
税
の
標
語

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、避難情報や市からの情報を
音声で聞くことができます。難しい操作は必要ありません。
　もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年1月17日（水）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　北コミュニティセンター　（赤谷21-14）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

【
中
学
生
・
高
校
生
の
税
の
作
文
】

■
関
東
信
越
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
私
は
小
さ
な
納
税
者
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
小
池
　
優
衣

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
あ
り
が
と
う
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

　  

須
田
中
学
校
三
年
　
難
波
　
歩
生

『
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
「
税
金
」』　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
佐
藤
　
百
恵

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
私
の
身
近
に
あ
る
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
河
井
　
麻
耶

「
私
の
身
近
な
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
佐
々
木
彩
百

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
小
柳
あ
か
り

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
と
私
た
ち
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
本
　
寧
々

「
税
金
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
草
野
　
可
奈

「
関
税
と
は
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
遠
藤
　
颯
馬

「
税
金
の
あ
り
が
た
み
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
風
間
　
篤
希

「
税
の
闇
と
光
」　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

須
田
中
学
校
三
年
　
西
村
　
香
捺

「
救
急
車
を
呼
ば
な
き
ゃ
！
」　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
梅
澤
　
佳
夢

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
み
ん
な
の
税
　
日
本
の
え
が
お
の
　
え
ん
の
し
た
」　 

加
茂
中
学
校
一
年
　
早
川
　
雄
太

「
税
を
知
り
　
豊
か
な
未
来
　
目
指
し
て
く
」　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
二
年
　
水
野
　
百
花

「
税
を
知
り
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
明
る
い
ま
ち
」　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
清
水
　
梨
沙

「
税
金
で
　
見
え
な
い
誰
か
の
　
当
た
り
前
を
」　
　
　
　 

葵
中
学
校
一
年
　
永
井
　
　
暖

「
今
日
の
た
め
　
未
来
の
た
め
に
　
納
税
を
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
二
年
　
丸
山
　
詩
媛

「
税
金
を
　
納
め
て
広
が
る
　
地
域
の
笑
顔
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
関
谷
　  

凉

「
税
金
で
　
守
ろ
う
幸
せ
　
創
ろ
う
未
来
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
一
年
　
芦
田
　
優
奈

「
納
税
で
　
助
か
る
命
が
　
そ
こ
に
あ
る
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
二
年
　
吉
澤
　
旺
太

「
使
い
道
　
正
し
く
知
っ
て
　
納
税
を
」　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
吉
澤
　
明
莉

「
税
金
で
　
守
っ
て
い
こ
う
　
日
本
の
未
来
」　
　 

　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
岡
橋
　
　
彩

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から69点、高校生から25点、
合わせて94点の応募をいただき、また、標語に中学生から388点の応募をいただきました。その中から、作文12点、標語10点に次の各
賞が贈られました（敬称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
　加茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会 
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　11月に市内7か所で防災をテーマにした座談会を開催いたしました。参加された皆さまから多くのご意
見、ご提案をいただきました。ありがとうございました。この度座談会を開催したのは、長い間市民の
皆さまの中にある防災の常識を一変したいと思ったからです。

　皆さまご承知のように、地球温暖化の影響もあり毎年各地で災害が発生しています。特に近年は、線
状降水帯の発生やゲリラ豪雨により瞬く間に状況が悪化し、川の水が堤防を越えて浸水したり土砂災害
が発生したりして大きな被害が出ています。

　このような状況に鑑みて、加茂市ではメールや LINEなどの SNSによる情報配信、防災アプリ「かも防災・
行政ナビ」と専用タブレットによる情報配信、新しい洪水ハザードマップの作成とマイ・タイムライン（私
の避難計画）の周知、防災出前講座の開催、自主防災組織の結成の支援など、災害時に最も重要となる「自
助」、「共助」の促進のための施策を進めてまいりました。
　また、9月24日には約30年ぶりの総合防災訓練を行いました。このような訓練は毎年開催していきた
いと考えています。

　「自助」とは、自分の命は自分で守るということです。これには家族も含みます。
　「共助」とは、一人で避難することが困難な人を手助けし、地域のみんなで協力して命を守ることです。
　「公助」とは、公的な機関による救助、援助です。市役所は市役所がやるべきことを全うすることで市
民の命を守ります。

　幸いに加茂市では近年大きな災害は起きていませんが、昨年の8月に村上市・関川村で線状降水帯によ
り大きな災害が起きているように、加茂市でも大きな災害はいつ起きてもおかしくない状況です。ひと
たび線状降水帯が発生すると瞬く間に状況が悪化するので、「まだ大丈夫」という考えは禁物です。
　平成23年の7.29新潟・福島豪雨のときは、市はスクールバスを合計12台出し、134人の方が乗車し避
難所へ避難しました。このときは幸いにも越水や破堤はなく、大きな被害はありませんでした。

　しかしこれからは、洪水や土砂災害が迫ったときにバスでの避難は難しいと考えています。繰り返し
お話しているように、近年の災害では急激に状況が悪化しています。バスを手配し道路が冠水している
中で、避難が必要な地区を回り全員を乗せて避難してもらうことは不可能に近いと思います。

そこで皆さまにお伝えしたいのは、
　①避難をする際に、これまでのように市はバスを出すことはありません。
　②日頃からハザードマップで確認して、自宅の災害リスクを把握してください。
　③災害時は早めの避難を心がけてください。
ということです。
　市としても早めに避難所を開設し、空振り覚悟で避難指示を出します。市の避難所だけではなく、安
全な親戚や知人のお宅、自宅の２階以上が安全と確認できた場合は、自宅の２階に避難することも有効
です。各自でご判断のうえ、早めに避難することが大切です。

　各自で判断と言われても、実際に自分はどのように行動すればよいのかよくわからないという方もい

か
も
防
災
出
前
講
座

かも防災出前講座をご利用ください
　「かも防災出前講座」は、市の防災担当職員がみなさんの区や学校、団体等へ出向いて、防災講座を行う事
業です。区や自主防災組織の防災事業や地域、団体の防災イベントとして、また、児童生徒・学生向けの防災
学習や保育園、要配慮者施設等の職員学習などに、是非、ご活用ください。
【申し込み方法】
　①おおむね１０人以上でお申し込みください。
　②講座内容は、講座メニューから選んでください。
　③開講しようとする日の１５日前までに受講申込書により総務課防災係へ
　　メール、FAX、郵送等でお申し込みください。
　　また、講座終了後、実施報告書の提出をお願いします。
【時　間】平日・休日を問わず、午前９時から午後９時までの２時間以内です。
【場　所】
　　申込者の希望する加茂市内の集会所等で行います。ただし、公共施設を利用す
　る場合の使用料はかかりません。施設使用申請書の使用目的欄に「かも防災出前
　講座」とご記入ください。
【受講料】受講料は無料です。
【その他】
　①講座に必要な資料や教材、プロジェクターなどの資機材は市で準備します。
　②会場確保、テーブル等の配置、参加者への案内・とりまとめは、お申し込みされた人が行ってください。

講座メニュー

1

2
3
4
5
6
7

8

No 講座名／講座内容
洪水・土砂災害から命を守るマイ・タイムライン

防災クイズ　＊

想像力を高めて「もしも」にそなえる　～クロスロード～

避難所運営ゲーム

非常持ち出し袋ゲーム　＊

なまずの学校　＊

避難所設営体験　＊

防災講話　＊

風水害の発生に備えて、ハザードマップや避難情報などについて学びながら、自身
や家族のとるべき行動計画（マイ・タイムライン）を作成します。

90～120分
学校 :180分

所要時間

クイズに答えながら楽しく防災知識を学びます。

問題に答えながら災害対応能力を身につけます。

避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験します。

非常持ち出し袋作成のきっかけづくりとしてお薦めのゲームです。

災害時に役立つアイテムを考える防災カードゲームです。

ダンボールベッドや簡易トイレの組み立てなど、避難所の設営を体験します。

災害時の地域の想定や災害対応の基礎知識、自助・共助の重要性などについて講話
します。申請者のご要望により、下記の内容についても講話可能です。
・自主防災組織結成の進め方　・自主防災組織の活動について
・要配慮者施設の避難について　・避難行動要支援者支援制度について
・かも防災・行政ナビについて

60～90分

60～90分

60～90分

90～120分

60～90分

60分

120分

＊…小学生対応可 【申込み・問い合わせ】総務課防災係（0256-52-0080 内線321）

受講申込書は
こちらから

らっしゃると思います。そのようなときは、市の「かも防災出前講座」をご活用ください。市の防災担当
職員が皆さまのところへ出かけていきます。メニューも、体験、講話、クイズ、ゲームなど様々な形式
で防災について学ぶことができます。地域の皆さまや各団体の皆さまでご検討いただけると幸いです。

　今年は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人々の動きは昨年よりずっと自由になりました。
そのことを忘れてしまいがちになりますが、自由に人と会ったり、移動したりできる環境に感謝して1年
を締めくくりたいと思います。
　皆さま、よいお年をお迎えください。

※講話内容について事前にご相談いただけれ
ば、ご要望にお応えします。

令
和
五
年
を

　
  

振
り
返
っ
て

１
月
１
日
第
44
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
月
８
日
消
防
出
初
式
1

１
月
22
日
文
化
財
防
火
デ
ー
放
水
訓
練

１
月
27
日
マ
ン
ホ
ー
ル
お
守
り
贈
呈
（
加
茂
暁
星
高
等
学
校
看
護
専
攻
科
）
2

２
月
３
日
加
茂
市
と
株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
、
株
式
会
社
ソ
ウ
ゾ
ウ
と
の
連
携
事
業
発
表
3

３
月
10
日
ま
ち
の
保
健
室

３
月
29
日
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組
合
と
五
泉
市
消
防
相
互
応
援
協
定
締
結
式

３
月
30
日
加
茂
市
表
彰
式

４
月
３
日
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
阿
部
駿
さ
ん
が
就
任

４
月
８
日
加
茂
山
公
園
雪
椿
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月
15
日
加
茂
市
Ｐ
Ｒ
大
使
に
俳
優
の
西
村
元
貴
さ
ん
（
加
茂
市
出
身
）
が
就
任

４
月
29
日
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
開
催
4

５
月
５
日
加
茂
川
鯉
の
ぼ
り
（
か
も
こ
い
マ
ル
シ
ェ
）

５
月
28
日
春
季
消
防
演
習

５
月
29
日
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
式
5

６
月
４
日
加
茂
川
一
斉
清
掃

６
月
29
日
Ｊ
Ｓ
Ｔ
未
来
創
造
事
業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

７
月
２
日
自
主
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
in
加
茂

７
月
28
日
日
本
フ
ー
ド
リ
ン
ク
と
の
災
害
連
携
協
定
締
結
式

７
月
31
日
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と
の
連
携
協
定
締
結
式

８
月
１
日
美
人
の
湯
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

８
月
８
日
全
国
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

８
月
14
日
第
38
回
越
後
加
茂
川
夏
祭
り
6

９
月
10
日
加
茂
市
育
団
連
50
周
年
事
業
「
遊
び
の
ひ
ろ
ば
」
開
催

９
月
24
日
総
合
防
災
訓
練
　
開
催
7

９
月
27
日
加
茂
農
林
高
等
学
校
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
式

10
月
７
日
カ
モ
フ
リ
マ
　
開
催
8

10
月
９
日
こ
ど
も
シ
ゴ
ト
博
２
０
２
３
in
加
茂
　
開
催

10
月
22
日
加
茂
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
　
開
催

11
月
１
日
市
長
と
の
座
談
会
（
防
災
）　
開
催
（
市
内
各
所
、
〜
22
日
）

11
月
10
日
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

11
月
15
日
健
康
ス
マ
イ
ル
ス
タ
ジ
オ

11
月
22
日
加
茂
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
等
に
関
す
る
協
定
締
結
式

11

22

33

44

55

66

88

77
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土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,385,413㎡
144,497㎡

262基
17億1,214万円

81,907㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億7,236万円
95億6,460万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億7,236万円ですが、国が負担する分を除いた
　実際に加茂市が返済する金額は28億2,517万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額 収 入 済 額
収　　　入 支　　出

5億5,394万円
8,917万円

2億2,602万円
360万円

収入割合
40.8%
4.0%

予　算　額 支 出 済 額
5億1,639万円
1億7,784万円

1億4,610万円
3,960万円

支出割合
28.3%
22.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額 収 入 済 額
歳　　　入 歳　　出

26億5,123万円
3億5,873万円
1億4,733万円
20億9,071万円
33億　  88万円

430万円
85億5,318万円

12億7,811万円
1億2,993万円
4,811万円

1億1,876万円
18億1,681万円

389万円
33億9,561万円

収入割合
48.2%
36.2%
32.7%
5.7%
55.0%
90.5%
39.7%

支 出 済 額
9億7,132万円
1億3,171万円
1,891万円

6億6,793万円
13億3,736万円

237万円
31億2,960万円

支出割合
36.6%
36.7%
12.8%
31.9%
40.5%
55.1%
36.6%

■特別会計

■一般会計

令和5年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和5年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　137億6,649万円
収入済額　　  63億   94万円（収入割合 45.8％）
支出済額　　  52億8,121万円（支出割合 38.4％）

歳　入 歳　出

　上段：予算額
　下段：収入・支出済額

民生費

教育費

土木費

総務費

衛生費

公債費

商工費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

市　債

諸収入

県支出金

地方消費税
交付金

その他

17億4,121万円
21億7,342万円

9億3,989万円
16億6,499万円

1億4,684万円
16億5,356万円

5億5,644万円
12億3,168万円
5億4,549万円
10億4,196万円
4億4,457万円
10億1,949万円
4億5,752万円
10億2,946万円
4億4,925万円

43億9,300万円
29億1,677万円
26億5,483万円

14億3,774万円
17億6,990万円

5億2,412万円
12億8,990万円

0万円

7億3,379万円
8,953万円

8億257万円
7,434万円

6億5,400万円
3億4,783万円

14億6,850万円
9億1,061万円

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億5,193万円

令
和
５
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
会
、
税
の
標
語

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、避難情報や市からの情報を
音声で聞くことができます。難しい操作は必要ありません。
　もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年1月17日（水）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　北コミュニティセンター　（赤谷21-14）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

【
中
学
生
・
高
校
生
の
税
の
作
文
】

■
関
東
信
越
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
私
は
小
さ
な
納
税
者
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
小
池
　
優
衣

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
あ
り
が
と
う
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

　  

須
田
中
学
校
三
年
　
難
波
　
歩
生

『
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
「
税
金
」』　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
佐
藤
　
百
恵

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
私
の
身
近
に
あ
る
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
河
井
　
麻
耶

「
私
の
身
近
な
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
佐
々
木
彩
百

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
小
柳
あ
か
り

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
と
私
た
ち
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
本
　
寧
々

「
税
金
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
草
野
　
可
奈

「
関
税
と
は
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
遠
藤
　
颯
馬

「
税
金
の
あ
り
が
た
み
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
風
間
　
篤
希

「
税
の
闇
と
光
」　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

須
田
中
学
校
三
年
　
西
村
　
香
捺

「
救
急
車
を
呼
ば
な
き
ゃ
！
」　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
梅
澤
　
佳
夢

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
み
ん
な
の
税
　
日
本
の
え
が
お
の
　
え
ん
の
し
た
」　 

加
茂
中
学
校
一
年
　
早
川
　
雄
太

「
税
を
知
り
　
豊
か
な
未
来
　
目
指
し
て
く
」　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
二
年
　
水
野
　
百
花

「
税
を
知
り
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
明
る
い
ま
ち
」　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
清
水
　
梨
沙

「
税
金
で
　
見
え
な
い
誰
か
の
　
当
た
り
前
を
」　
　
　
　 

葵
中
学
校
一
年
　
永
井
　
　
暖

「
今
日
の
た
め
　
未
来
の
た
め
に
　
納
税
を
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
二
年
　
丸
山
　
詩
媛

「
税
金
を
　
納
め
て
広
が
る
　
地
域
の
笑
顔
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
関
谷
　  

凉

「
税
金
で
　
守
ろ
う
幸
せ
　
創
ろ
う
未
来
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
一
年
　
芦
田
　
優
奈

「
納
税
で
　
助
か
る
命
が
　
そ
こ
に
あ
る
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
二
年
　
吉
澤
　
旺
太

「
使
い
道
　
正
し
く
知
っ
て
　
納
税
を
」　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
吉
澤
　
明
莉

「
税
金
で
　
守
っ
て
い
こ
う
　
日
本
の
未
来
」　
　 

　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
岡
橋
　
　
彩

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から69点、高校生から25点、
合わせて94点の応募をいただき、また、標語に中学生から388点の応募をいただきました。その中から、作文12点、標語10点に次の各
賞が贈られました（敬称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
　加茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会 
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　11月に市内7か所で防災をテーマにした座談会を開催いたしました。参加された皆さまから多くのご意
見、ご提案をいただきました。ありがとうございました。この度座談会を開催したのは、長い間市民の
皆さまの中にある防災の常識を一変したいと思ったからです。

　皆さまご承知のように、地球温暖化の影響もあり毎年各地で災害が発生しています。特に近年は、線
状降水帯の発生やゲリラ豪雨により瞬く間に状況が悪化し、川の水が堤防を越えて浸水したり土砂災害
が発生したりして大きな被害が出ています。

　このような状況に鑑みて、加茂市ではメールや LINEなどの SNSによる情報配信、防災アプリ「かも防災・
行政ナビ」と専用タブレットによる情報配信、新しい洪水ハザードマップの作成とマイ・タイムライン（私
の避難計画）の周知、防災出前講座の開催、自主防災組織の結成の支援など、災害時に最も重要となる「自
助」、「共助」の促進のための施策を進めてまいりました。
　また、9月24日には約30年ぶりの総合防災訓練を行いました。このような訓練は毎年開催していきた
いと考えています。

　「自助」とは、自分の命は自分で守るということです。これには家族も含みます。
　「共助」とは、一人で避難することが困難な人を手助けし、地域のみんなで協力して命を守ることです。
　「公助」とは、公的な機関による救助、援助です。市役所は市役所がやるべきことを全うすることで市
民の命を守ります。

　幸いに加茂市では近年大きな災害は起きていませんが、昨年の8月に村上市・関川村で線状降水帯によ
り大きな災害が起きているように、加茂市でも大きな災害はいつ起きてもおかしくない状況です。ひと
たび線状降水帯が発生すると瞬く間に状況が悪化するので、「まだ大丈夫」という考えは禁物です。
　平成23年の7.29新潟・福島豪雨のときは、市はスクールバスを合計12台出し、134人の方が乗車し避
難所へ避難しました。このときは幸いにも越水や破堤はなく、大きな被害はありませんでした。

　しかしこれからは、洪水や土砂災害が迫ったときにバスでの避難は難しいと考えています。繰り返し
お話しているように、近年の災害では急激に状況が悪化しています。バスを手配し道路が冠水している
中で、避難が必要な地区を回り全員を乗せて避難してもらうことは不可能に近いと思います。

そこで皆さまにお伝えしたいのは、
　①避難をする際に、これまでのように市はバスを出すことはありません。
　②日頃からハザードマップで確認して、自宅の災害リスクを把握してください。
　③災害時は早めの避難を心がけてください。
ということです。
　市としても早めに避難所を開設し、空振り覚悟で避難指示を出します。市の避難所だけではなく、安
全な親戚や知人のお宅、自宅の２階以上が安全と確認できた場合は、自宅の２階に避難することも有効
です。各自でご判断のうえ、早めに避難することが大切です。

　各自で判断と言われても、実際に自分はどのように行動すればよいのかよくわからないという方もい

か
も
防
災
出
前
講
座

かも防災出前講座をご利用ください
　「かも防災出前講座」は、市の防災担当職員がみなさんの区や学校、団体等へ出向いて、防災講座を行う事
業です。区や自主防災組織の防災事業や地域、団体の防災イベントとして、また、児童生徒・学生向けの防災
学習や保育園、要配慮者施設等の職員学習などに、是非、ご活用ください。
【申し込み方法】
　①おおむね１０人以上でお申し込みください。
　②講座内容は、講座メニューから選んでください。
　③開講しようとする日の１５日前までに受講申込書により総務課防災係へ
　　メール、FAX、郵送等でお申し込みください。
　　また、講座終了後、実施報告書の提出をお願いします。
【時　間】平日・休日を問わず、午前９時から午後９時までの２時間以内です。
【場　所】
　　申込者の希望する加茂市内の集会所等で行います。ただし、公共施設を利用す
　る場合の使用料はかかりません。施設使用申請書の使用目的欄に「かも防災出前
　講座」とご記入ください。
【受講料】受講料は無料です。
【その他】
　①講座に必要な資料や教材、プロジェクターなどの資機材は市で準備します。
　②会場確保、テーブル等の配置、参加者への案内・とりまとめは、お申し込みされた人が行ってください。

講座メニュー

1

2
3
4
5
6
7

8

No 講座名／講座内容
洪水・土砂災害から命を守るマイ・タイムライン

防災クイズ　＊

想像力を高めて「もしも」にそなえる　～クロスロード～

避難所運営ゲーム

非常持ち出し袋ゲーム　＊

なまずの学校　＊

避難所設営体験　＊

防災講話　＊

風水害の発生に備えて、ハザードマップや避難情報などについて学びながら、自身
や家族のとるべき行動計画（マイ・タイムライン）を作成します。

90～120分
学校 :180分

所要時間

クイズに答えながら楽しく防災知識を学びます。

問題に答えながら災害対応能力を身につけます。

避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験します。

非常持ち出し袋作成のきっかけづくりとしてお薦めのゲームです。

災害時に役立つアイテムを考える防災カードゲームです。

ダンボールベッドや簡易トイレの組み立てなど、避難所の設営を体験します。

災害時の地域の想定や災害対応の基礎知識、自助・共助の重要性などについて講話
します。申請者のご要望により、下記の内容についても講話可能です。
・自主防災組織結成の進め方　・自主防災組織の活動について
・要配慮者施設の避難について　・避難行動要支援者支援制度について
・かも防災・行政ナビについて

60～90分

60～90分

60～90分

90～120分

60～90分

60分

120分

＊…小学生対応可 【申込み・問い合わせ】総務課防災係（0256-52-0080 内線321）

受講申込書は
こちらから

らっしゃると思います。そのようなときは、市の「かも防災出前講座」をご活用ください。市の防災担当
職員が皆さまのところへ出かけていきます。メニューも、体験、講話、クイズ、ゲームなど様々な形式
で防災について学ぶことができます。地域の皆さまや各団体の皆さまでご検討いただけると幸いです。

　今年は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人々の動きは昨年よりずっと自由になりました。
そのことを忘れてしまいがちになりますが、自由に人と会ったり、移動したりできる環境に感謝して1年
を締めくくりたいと思います。
　皆さま、よいお年をお迎えください。

※講話内容について事前にご相談いただけれ
ば、ご要望にお応えします。

令
和
五
年
を

　

  

振
り
返
っ
て

１
月
１
日
第
44
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
月
８
日
消
防
出
初
式
1

１
月
22
日
文
化
財
防
火
デ
ー
放
水
訓
練

１
月
27
日
マ
ン
ホ
ー
ル
お
守
り
贈
呈
（
加
茂
暁
星
高
等
学
校
看
護
専
攻
科
）
2

２
月
３
日
加
茂
市
と
株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
、
株
式
会
社
ソ
ウ
ゾ
ウ
と
の
連
携
事
業
発
表
3

３
月
10
日
ま
ち
の
保
健
室

３
月
29
日
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保
育
組
合
と
五
泉
市
消
防
相
互
応
援
協
定
締
結
式

３
月
30
日
加
茂
市
表
彰
式

４
月
３
日
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
阿
部
駿
さ
ん
が
就
任

４
月
８
日
加
茂
山
公
園
雪
椿
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月
15
日
加
茂
市
Ｐ
Ｒ
大
使
に
俳
優
の
西
村
元
貴
さ
ん
（
加
茂
市
出
身
）
が
就
任

４
月
29
日
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
開
催
4

５
月
５
日
加
茂
川
鯉
の
ぼ
り
（
か
も
こ
い
マ
ル
シ
ェ
）

５
月
28
日
春
季
消
防
演
習

５
月
29
日
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
式
5

６
月
４
日
加
茂
川
一
斉
清
掃

６
月
29
日
Ｊ
Ｓ
Ｔ
未
来
創
造
事
業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

７
月
２
日
自
主
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
in
加
茂

７
月
28
日
日
本
フ
ー
ド
リ
ン
ク
と
の
災
害
連
携
協
定
締
結
式

７
月
31
日
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と
の
連
携
協
定
締
結
式

８
月
１
日
美
人
の
湯
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

８
月
８
日
全
国
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

８
月
14
日
第
38
回
越
後
加
茂
川
夏
祭
り
6

９
月
10
日
加
茂
市
育
団
連
50
周
年
事
業
「
遊
び
の
ひ
ろ
ば
」
開
催

９
月
24
日
総
合
防
災
訓
練
　
開
催
7

９
月
27
日
加
茂
農
林
高
等
学
校
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
式

10
月
７
日
カ
モ
フ
リ
マ
　
開
催
8

10
月
９
日
こ
ど
も
シ
ゴ
ト
博
２
０
２
３
in
加
茂
　
開
催

10
月
22
日
加
茂
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
　
開
催

11
月
１
日
市
長
と
の
座
談
会
（
防
災
）　
開
催
（
市
内
各
所
、
〜
22
日
）

11
月
10
日
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

11
月
15
日
健
康
ス
マ
イ
ル
ス
タ
ジ
オ

11
月
22
日
加
茂
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
等
に
関
す
る
協
定
締
結
式

11

22

33

44

55

66

88

77
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令
和
５
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

令
和
５
年
　
秋
の
叙
勲

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技

大
会
出
場
）
▼
新
潟
経
営
大
学
体
操
競

技
部
（
第
77
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技

選
手
権
大
会
団
体
総
合
準
優
勝
）
▼
加

茂
南
蒲
Ｓ
Ｃ
ク
ラ
ー
ジ
ュ
（
Ｊ
Ｆ
Ａ

バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
33
回
全
日
本
Ｕ

－

12
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
　
出

場
）
▼
は
な
み
ず
き
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
神
奈
川
大
会
出
場
）
▼
若
宮
中
学
校

女
子
卓
球
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
（
卓
球
）
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
）
▼
若
宮
中
学
校
体
操
部

（
第
54
回
新
潟
県
総
合
体
育
大
会
体
操

競
技
男
子
団
体
総
合
２
位
）
▼
加
茂
中

学
校
新
体
操
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
女
子
新
体
操
出
場
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
個
人
）
】

▼
菊
田
琴
音
（
第
72
回
全
国
高
等
学
校

ス
キ
ー
競
技
選
手
権
大
会
大
回
転
出

場
）
▼
木
津
博
文
（
第
70
回
新
潟
県
剣

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
章
】

▼
竹
内
克
巳
（
約
33
年
間
に
わ
た
り
加

茂
市
野
球
連
盟
の
要
職
を
歴
任
、
連
盟

の
組
織
の
維
持
・
発
展
に
尽
力
）
▼
工

藤
キ
ヨ
（
指
導
者
と
し
て
県
大
会
優
勝

者
を
数
多
く
輩
出
す
る
な
ど
多
大
な
功

績
）

【
優
秀
指
導
者
章
】

▼
京
野
秀
幸
（
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
監
督
と

し
て
、
同
部
員
の
指
導
・
育
成
に
長
年

携
わ
る
一
方
、
加
茂
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
と
技
術
向
上
に
尽

力
）
▼
松
澤
和
彦
（
若
宮
中
学
校
女
子

卓
球
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て
献
身
的

に
指
導
し
、
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大

会
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）

▼
篠
原
誠
（
同
女
子
卓
球
部
の
外
部
指

導
者
と
し
て
献
身
的
に
指
導
し
、
団
体

戦
で
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大
会
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）
▼
小
杉

俊
人
（
市
内
中
学
校
及
び
加
茂
市
近
郊

の
体
操
競
技
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
指
導
を
継
続

し
、
今
年
度
団
体
戦
で
県
大
会
２
位
、

個
人
総
合
で
３
名
の
生
徒
が
北
信
越
大

会
出
場
の
実
績
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
団
体
）
】

▼
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
第
42
回
新
潟
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
第
38

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
）
▼
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
第

42
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
流
大
会
第
38
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3
位
）
▼
加
茂
体
操
ク
ラ
ブ
小
学
生
男

子
（
令
和
４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技

ジ
ュ
ニ
ア
新
人
大
会
優
勝
）
▼
加
茂
高

等
学
校
体
操
競
技
部
（
令
和
５
年
度
全

　
11
月
10
日
、
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
文
化
会
館
の
大

ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
（
２

人
）
、
優
秀
指
導
者
（
４
人
）
と
優
秀

競
技
者
（
10
団
体
、
39
名
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

令和５年度令和５年度
加茂市スポーツ協会　表彰式加茂市スポーツ協会　表彰式

スポーツ功労者章を受けた竹内克巳さん

優秀指導者章を受けた京野秀幸さん

元
民
生
・
児
童
委
員

元
公
立
中
学
校
教
諭

石
崎

　
　茂
　さ
ん

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

元

　加
茂
市
消
防
団
団
長

近
藤

　和
三
　さ
ん

令和５年　秋の叙勲
受章おめでとうございます

　
石
崎
さ
ん
は
昭
和
27
年
か
ら
平
成
４

年
ま
で
40
年
間
、
公
立
中
学
校
で
教
諭

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
支
援
の

活
動
を
30
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
学
校
で
は
理
科
の
ご
担
当
で
、
い

つ
も
明
る
く
楽
し
い
授
業
と
な
る
よ
う

心
掛
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
石
崎
さ
ん

の
教
諭
と
し
て
の
理
念
は
「
授
業
は
も

ち
ろ
ん
、
学
級
活
動
や
部
活
動
な
ど
で

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

受
章
を
受
け
、
昔
の
教
え
子
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
こ
と
や
、
直
接
ご
自
宅
を
訪

問
し
て
く
れ
た
方
も
い
る
こ
と
を
嬉
し

そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
立
中
学
校
の
教
諭
を
定
年
退
職
さ

れ
た
後
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
貧
困
や
家
庭

内
の
不
和
な
ど
、
地
域
住
民
の
小
さ
な

声
に
耳
を
傾
け
、
幅
広
く
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
は
須
田
小
学
校
と
須
田
中
学
校

で
毎
月
１
回
、
朝
の
挨
拶
運
動
に
参
加

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
健
康
の
た
め
散
歩

を
し
た
り
、
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
お
聞
き
す
る

と
、「
95
歳
ま
で
は
生
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
楽
し
く

毎
日
を
過
ご
せ
た
ら
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
昭
和
48
年
か
ら
令
和
４

年
ま
で
約
半
世
紀
に
わ
た
り
に
消
防
団

活
動
に
従
事
さ
れ
、
平
成
28
年
に
は
消

防
団
長
に
就
任
し
、
２
期
６
年
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
受
章
に
つ
い
て
、「
驚
い

た
が
貴
重
な
機
会
な
の
で
喜
ん
で
お
受

け
し
た
。」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、
火

災
や
水
害
、行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、

様
々
な
災
害
現
場
に
出
動
さ
れ
た
近
藤

さ
ん
。
入
団
し
て
間
も
な
い
頃
、
十
分

に
訓
練
を
積
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
火
災
現
場
に
出
動
し
、
消
火
活
動

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
苦
労
も
多
い
中
、
消

防
団
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
多
く
の
人
と
の
交
流
の
輪
が
広

が
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
い
い
人
に
恵

ま
れ
て
、
と
て
も
幸
せ
な
人
生
だ
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
の
他
、
加
茂
福
祉
会
理
事
、
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
委
員
、
加
茂
市
自
然

環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、

多
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
藤
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
と
、「
一
年
一
年
の

積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
、
健
康
に
留

意
し
、
友
人
と
の
付
き
合
い
も
続
け
て

楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い
」
と
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
消
防
団
の
人
手
不
足
に
言

及
さ
れ
、「
ぜ
ひ
若
い
人
に
入
団
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,385,413㎡
144,497㎡

262基
17億1,214万円

81,907㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億7,236万円
95億6,460万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億7,236万円ですが、国が負担する分を除いた
　実際に加茂市が返済する金額は28億2,517万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額 収 入 済 額
収　　　入 支　　出

5億5,394万円
8,917万円

2億2,602万円
360万円

収入割合
40.8%
4.0%

予　算　額 支 出 済 額
5億1,639万円
1億7,784万円

1億4,610万円
3,960万円

支出割合
28.3%
22.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額 収 入 済 額
歳　　　入 歳　　出

26億5,123万円
3億5,873万円
1億4,733万円
20億9,071万円
33億　  88万円

430万円
85億5,318万円

12億7,811万円
1億2,993万円
4,811万円

1億1,876万円
18億1,681万円

389万円
33億9,561万円

収入割合
48.2%
36.2%
32.7%
5.7%
55.0%
90.5%
39.7%

支 出 済 額
9億7,132万円
1億3,171万円
1,891万円

6億6,793万円
13億3,736万円

237万円
31億2,960万円

支出割合
36.6%
36.7%
12.8%
31.9%
40.5%
55.1%
36.6%

■特別会計

■一般会計

令和5年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和5年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　137億6,649万円
収入済額　　  63億   94万円（収入割合 45.8％）
支出済額　　  52億8,121万円（支出割合 38.4％）

歳　入 歳　出

　上段：予算額
　下段：収入・支出済額

民生費

教育費

土木費

総務費

衛生費

公債費

商工費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

市　債

諸収入

県支出金

地方消費税
交付金

その他

17億4,121万円
21億7,342万円

9億3,989万円
16億6,499万円

1億4,684万円
16億5,356万円

5億5,644万円
12億3,168万円
5億4,549万円
10億4,196万円
4億4,457万円
10億1,949万円
4億5,752万円
10億2,946万円
4億4,925万円

43億9,300万円
29億1,677万円
26億5,483万円

14億3,774万円
17億6,990万円

5億2,412万円
12億8,990万円

0万円

7億3,379万円
8,953万円

8億257万円
7,434万円

6億5,400万円
3億4,783万円

14億6,850万円
9億1,061万円

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億5,193万円

令
和
５
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
会
、
税
の
標
語

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、避難情報や市からの情報を
音声で聞くことができます。難しい操作は必要ありません。
　もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年1月17日（水）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　北コミュニティセンター　（赤谷21-14）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

【
中
学
生
・
高
校
生
の
税
の
作
文
】

■
関
東
信
越
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
私
は
小
さ
な
納
税
者
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
小
池
　
優
衣

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
あ
り
が
と
う
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

　  

須
田
中
学
校
三
年
　
難
波
　
歩
生

『
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
「
税
金
」』　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
佐
藤
　
百
恵

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
私
の
身
近
に
あ
る
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
河
井
　
麻
耶

「
私
の
身
近
な
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
佐
々
木
彩
百

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
小
柳
あ
か
り

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
と
私
た
ち
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
本
　
寧
々

「
税
金
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
草
野
　
可
奈

「
関
税
と
は
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
遠
藤
　
颯
馬

「
税
金
の
あ
り
が
た
み
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
風
間
　
篤
希

「
税
の
闇
と
光
」　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

須
田
中
学
校
三
年
　
西
村
　
香
捺

「
救
急
車
を
呼
ば
な
き
ゃ
！
」　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
梅
澤
　
佳
夢

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
み
ん
な
の
税
　
日
本
の
え
が
お
の
　
え
ん
の
し
た
」　 

加
茂
中
学
校
一
年
　
早
川
　
雄
太

「
税
を
知
り
　
豊
か
な
未
来
　
目
指
し
て
く
」　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
二
年
　
水
野
　
百
花

「
税
を
知
り
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
明
る
い
ま
ち
」　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
清
水
　
梨
沙

「
税
金
で
　
見
え
な
い
誰
か
の
　
当
た
り
前
を
」　
　
　
　 

葵
中
学
校
一
年
　
永
井
　
　
暖

「
今
日
の
た
め
　
未
来
の
た
め
に
　
納
税
を
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
二
年
　
丸
山
　
詩
媛

「
税
金
を
　
納
め
て
広
が
る
　
地
域
の
笑
顔
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
関
谷
　  

凉

「
税
金
で
　
守
ろ
う
幸
せ
　
創
ろ
う
未
来
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
一
年
　
芦
田
　
優
奈

「
納
税
で
　
助
か
る
命
が
　
そ
こ
に
あ
る
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
二
年
　
吉
澤
　
旺
太

「
使
い
道
　
正
し
く
知
っ
て
　
納
税
を
」　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
吉
澤
　
明
莉

「
税
金
で
　
守
っ
て
い
こ
う
　
日
本
の
未
来
」　
　 

　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
岡
橋
　
　
彩

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から69点、高校生から25点、
合わせて94点の応募をいただき、また、標語に中学生から388点の応募をいただきました。その中から、作文12点、標語10点に次の各
賞が贈られました（敬称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
　加茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会 
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令
和
５
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

令
和
５
年
　
秋
の
叙
勲

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技

大
会
出
場
）
▼
新
潟
経
営
大
学
体
操
競

技
部
（
第
77
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技

選
手
権
大
会
団
体
総
合
準
優
勝
）
▼
加

茂
南
蒲
Ｓ
Ｃ
ク
ラ
ー
ジ
ュ
（
Ｊ
Ｆ
Ａ

バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
33
回
全
日
本
Ｕ

－

12
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
　
出

場
）
▼
は
な
み
ず
き
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
神
奈
川
大
会
出
場
）
▼
若
宮
中
学
校

女
子
卓
球
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
（
卓
球
）
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
）
▼
若
宮
中
学
校
体
操
部

（
第
54
回
新
潟
県
総
合
体
育
大
会
体
操

競
技
男
子
団
体
総
合
２
位
）
▼
加
茂
中

学
校
新
体
操
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
女
子
新
体
操
出
場
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
個
人
）
】

▼
菊
田
琴
音
（
第
72
回
全
国
高
等
学
校

ス
キ
ー
競
技
選
手
権
大
会
大
回
転
出

場
）
▼
木
津
博
文
（
第
70
回
新
潟
県
剣

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
章
】

▼
竹
内
克
巳
（
約
33
年
間
に
わ
た
り
加

茂
市
野
球
連
盟
の
要
職
を
歴
任
、
連
盟

の
組
織
の
維
持
・
発
展
に
尽
力
）
▼
工

藤
キ
ヨ
（
指
導
者
と
し
て
県
大
会
優
勝

者
を
数
多
く
輩
出
す
る
な
ど
多
大
な
功

績
）

【
優
秀
指
導
者
章
】

▼
京
野
秀
幸
（
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
監
督
と

し
て
、
同
部
員
の
指
導
・
育
成
に
長
年

携
わ
る
一
方
、
加
茂
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
と
技
術
向
上
に
尽

力
）
▼
松
澤
和
彦
（
若
宮
中
学
校
女
子

卓
球
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て
献
身
的

に
指
導
し
、
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大

会
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）

▼
篠
原
誠
（
同
女
子
卓
球
部
の
外
部
指

導
者
と
し
て
献
身
的
に
指
導
し
、
団
体

戦
で
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大
会
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）
▼
小
杉

俊
人
（
市
内
中
学
校
及
び
加
茂
市
近
郊

の
体
操
競
技
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
指
導
を
継
続

し
、
今
年
度
団
体
戦
で
県
大
会
２
位
、

個
人
総
合
で
３
名
の
生
徒
が
北
信
越
大

会
出
場
の
実
績
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
団
体
）
】

▼
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
第
42
回
新
潟
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
第
38

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
）
▼
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
第

42
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
流
大
会
第
38
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3
位
）
▼
加
茂
体
操
ク
ラ
ブ
小
学
生
男

子
（
令
和
４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技

ジ
ュ
ニ
ア
新
人
大
会
優
勝
）
▼
加
茂
高

等
学
校
体
操
競
技
部
（
令
和
５
年
度
全

　
11
月
10
日
、
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
文
化
会
館
の
大

ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
（
２

人
）
、
優
秀
指
導
者
（
４
人
）
と
優
秀

競
技
者
（
10
団
体
、
39
名
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

令和５年度令和５年度
加茂市スポーツ協会　表彰式加茂市スポーツ協会　表彰式

スポーツ功労者章を受けた竹内克巳さん

優秀指導者章を受けた京野秀幸さん

元
民
生
・
児
童
委
員

元
公
立
中
学
校
教
諭

石
崎

　
　茂
　さ
ん

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

元

　加
茂
市
消
防
団
団
長

近
藤

　和
三
　さ
ん

令和５年　秋の叙勲
受章おめでとうございます

　
石
崎
さ
ん
は
昭
和
27
年
か
ら
平
成
４

年
ま
で
40
年
間
、
公
立
中
学
校
で
教
諭

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
支
援
の

活
動
を
30
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
学
校
で
は
理
科
の
ご
担
当
で
、
い

つ
も
明
る
く
楽
し
い
授
業
と
な
る
よ
う

心
掛
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
石
崎
さ
ん

の
教
諭
と
し
て
の
理
念
は
「
授
業
は
も

ち
ろ
ん
、
学
級
活
動
や
部
活
動
な
ど
で

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

受
章
を
受
け
、
昔
の
教
え
子
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
こ
と
や
、
直
接
ご
自
宅
を
訪

問
し
て
く
れ
た
方
も
い
る
こ
と
を
嬉
し

そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
立
中
学
校
の
教
諭
を
定
年
退
職
さ

れ
た
後
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
貧
困
や
家
庭

内
の
不
和
な
ど
、
地
域
住
民
の
小
さ
な

声
に
耳
を
傾
け
、
幅
広
く
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
は
須
田
小
学
校
と
須
田
中
学
校

で
毎
月
１
回
、
朝
の
挨
拶
運
動
に
参
加

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
健
康
の
た
め
散
歩

を
し
た
り
、
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
お
聞
き
す
る

と
、「
95
歳
ま
で
は
生
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
楽
し
く

毎
日
を
過
ご
せ
た
ら
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
昭
和
48
年
か
ら
令
和
４

年
ま
で
約
半
世
紀
に
わ
た
り
に
消
防
団

活
動
に
従
事
さ
れ
、
平
成
28
年
に
は
消

防
団
長
に
就
任
し
、
２
期
６
年
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
受
章
に
つ
い
て
、「
驚
い

た
が
貴
重
な
機
会
な
の
で
喜
ん
で
お
受

け
し
た
。」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、
火

災
や
水
害
、行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、

様
々
な
災
害
現
場
に
出
動
さ
れ
た
近
藤

さ
ん
。
入
団
し
て
間
も
な
い
頃
、
十
分

に
訓
練
を
積
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
火
災
現
場
に
出
動
し
、
消
火
活
動

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
苦
労
も
多
い
中
、
消

防
団
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
多
く
の
人
と
の
交
流
の
輪
が
広

が
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
い
い
人
に
恵

ま
れ
て
、
と
て
も
幸
せ
な
人
生
だ
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
の
他
、
加
茂
福
祉
会
理
事
、
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
委
員
、
加
茂
市
自
然

環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、

多
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
藤
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
と
、「
一
年
一
年
の

積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
、
健
康
に
留

意
し
、
友
人
と
の
付
き
合
い
も
続
け
て

楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い
」
と
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
消
防
団
の
人
手
不
足
に
言

及
さ
れ
、「
ぜ
ひ
若
い
人
に
入
団
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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土　　地
建　　物
構 築 物
基　　金

1,385,413㎡
144,497㎡

262基
17億1,214万円

81,907㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億7,236万円
95億6,460万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億7,236万円ですが、国が負担する分を除いた
　実際に加茂市が返済する金額は28億2,517万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額 収 入 済 額
収　　　入 支　　出

5億5,394万円
8,917万円

2億2,602万円
360万円

収入割合
40.8%
4.0%

予　算　額 支 出 済 額
5億1,639万円
1億7,784万円

1億4,610万円
3,960万円

支出割合
28.3%
22.3%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額 収 入 済 額
歳　　　入 歳　　出

26億5,123万円
3億5,873万円
1億4,733万円
20億9,071万円
33億　  88万円

430万円
85億5,318万円

12億7,811万円
1億2,993万円
4,811万円

1億1,876万円
18億1,681万円

389万円
33億9,561万円

収入割合
48.2%
36.2%
32.7%
5.7%
55.0%
90.5%
39.7%

支 出 済 額
9億7,132万円
1億3,171万円
1,891万円

6億6,793万円
13億3,736万円

237万円
31億2,960万円

支出割合
36.6%
36.7%
12.8%
31.9%
40.5%
55.1%
36.6%

■特別会計

■一般会計

令和5年度　上半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和5年9月30日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　137億6,649万円
収入済額　　  63億   94万円（収入割合 45.8％）
支出済額　　  52億8,121万円（支出割合 38.4％）

歳　入 歳　出

　上段：予算額
　下段：収入・支出済額

民生費

教育費

土木費

総務費

衛生費

公債費

商工費

その他

地方
交付税※

市　税

国庫
支出金

市　債

諸収入

県支出金

地方消費税
交付金

その他

17億4,121万円
21億7,342万円

9億3,989万円
16億6,499万円

1億4,684万円
16億5,356万円

5億5,644万円
12億3,168万円
5億4,549万円
10億4,196万円
4億4,457万円
10億1,949万円
4億5,752万円
10億2,946万円
4億4,925万円

43億9,300万円
29億1,677万円
26億5,483万円

14億3,774万円
17億6,990万円

5億2,412万円
12億8,990万円

0万円

7億3,379万円
8,953万円

8億257万円
7,434万円

6億5,400万円
3億4,783万円

14億6,850万円
9億1,061万円

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

39億5,193万円

令
和
５
年
度
　
上
半
期
の
財
政
状
況

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
会
、
税
の
標
語

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、避難情報や市からの情報を
音声で聞くことができます。難しい操作は必要ありません。
　もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年1月17日（水）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　北コミュニティセンター　（赤谷21-14）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

【
中
学
生
・
高
校
生
の
税
の
作
文
】

■
関
東
信
越
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
私
は
小
さ
な
納
税
者
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
小
池
　
優
衣

■
三
条
税
務
署
長
賞

「
あ
り
が
と
う
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

　  

須
田
中
学
校
三
年
　
難
波
　
歩
生

『
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
「
税
金
」』　
　
　
　
加
茂
暁
星
高
等
学
校
二
年
　
佐
藤
　
百
恵

■
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
私
の
身
近
に
あ
る
税
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
河
井
　
麻
耶

「
私
の
身
近
な
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
佐
々
木
彩
百

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
小
柳
あ
か
り

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
と
私
た
ち
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
山
本
　
寧
々

「
税
金
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
草
野
　
可
奈

「
関
税
と
は
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
遠
藤
　
颯
馬

「
税
金
の
あ
り
が
た
み
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

七
谷
中
学
校
三
年
　
風
間
　
篤
希

「
税
の
闇
と
光
」　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

須
田
中
学
校
三
年
　
西
村
　
香
捺

「
救
急
車
を
呼
ば
な
き
ゃ
！
」　
　
　
　
　
　
　 

加
茂
暁
星
高
等
学
校
一
年
　
梅
澤
　
佳
夢

【
中
学
生
標
語
の
部
】

■
加
茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
み
ん
な
の
税
　
日
本
の
え
が
お
の
　
え
ん
の
し
た
」　 

加
茂
中
学
校
一
年
　
早
川
　
雄
太

「
税
を
知
り
　
豊
か
な
未
来
　
目
指
し
て
く
」　
　
　
　 

加
茂
中
学
校
二
年
　
水
野
　
百
花

「
税
を
知
り
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
明
る
い
ま
ち
」　 

加
茂
中
学
校
三
年
　
清
水
　
梨
沙

「
税
金
で
　
見
え
な
い
誰
か
の
　
当
た
り
前
を
」　
　
　
　 

葵
中
学
校
一
年
　
永
井
　
　
暖

「
今
日
の
た
め
　
未
来
の
た
め
に
　
納
税
を
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
二
年
　
丸
山
　
詩
媛

「
税
金
を
　
納
め
て
広
が
る
　
地
域
の
笑
顔
」　
　
　
　
　 

葵
中
学
校
三
年
　
関
谷
　  

凉

「
税
金
で
　
守
ろ
う
幸
せ
　
創
ろ
う
未
来
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
一
年
　
芦
田
　
優
奈

「
納
税
で
　
助
か
る
命
が
　
そ
こ
に
あ
る
」　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
二
年
　
吉
澤
　
旺
太

「
使
い
道
　
正
し
く
知
っ
て
　
納
税
を
」　
　
　
　
　
　 

若
宮
中
学
校
三
年
　
吉
澤
　
明
莉

「
税
金
で
　
守
っ
て
い
こ
う
　
日
本
の
未
来
」　
　 

　
　
七
谷
中
学
校
三
年
　
岡
橋
　
　
彩

　税の仕組みと役割について、理解と関心を深めてもらうため、作文と標語を募集したところ、作文に中学生から69点、高校生から25点、
合わせて94点の応募をいただき、また、標語に中学生から388点の応募をいただきました。その中から、作文12点、標語10点に次の各
賞が贈られました（敬称略）。受賞作品は加茂市役所１階ロビー、加茂市立図書館に12月末まで掲示します。 問税務課　☎内線121

税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
　加茂
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会 
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
下条地区の農業の未来を考える座談会(11/1)
 11月1日（水）午後7時から、下条体育センターで
下条地区の農業の未来を考える座談会を開催しまし
た。
　これは、下条地区における農業の将来の在り方を
考えて方針を立てる地域計画策定の協議の場になり
ます。今回は8月18日に引き続いて2回目の協議を行
ない、全ての協議を終えました。
　この協議の結果は市が取りまとめて後日ホーム
ページで公表する予定です。

新潟経営大学 寄附講座「防災講座」（11/17）
　加茂市防災専門員の高橋亨さんによる、新潟経
営大学での寄附講座「防災講座」の第2回が、11
月17日（金）午後2時40分から新潟経営大学大講
義室で開催されました。
　第2回では、はじめに前回の振り返りとして自
助・共助・公助それぞれの内容の説明、なぜ「逃
げ遅れ」が発生するのか、などを説明しました。
次に、情報の発信者、受け手として、重要だと思
う事は何か、を学生から発言してもらいました。
　マイタイムライン作成やアプリ「かも防災・行
政ナビ」の登録、避難所用テントや段ボールベッ
ドの組み立てなどもあり、充実した講座となりま
した。

【有料広告】

アプリの登録
はこちらから

令
和
５
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

道
大
会
個
人
50
歳
代
優
勝
）
▼
鶴
巻
陽

太
（
第
76
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
100
ｍ
準
決
勝
進
出

200
ｍ
準
決
勝
進
出
）
▼
皆
川
武
蔵
（
第

62
回
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
５
０
０
０
ｍ
決
勝
９
位
）

▼
亀
山
翼
（
第
62
回
北
信
越
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
800
ｍ
準
決

勝
進
出
）
▼
齋
藤
優
也
（
２
０
２
３
第

49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大
会
砲
丸
投

げ
決
勝
２
位
）
▼
鶴
巻
来
音
（
２
０
２

３
第
49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大
会
や

り
投
げ
決
勝
１
位
）
▼
目
黒
晴
香
（
２

０
２
３
第
49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大

会
400
ｍ
決
勝
３
位
）
▼
篠
原
新
（
第
42

回
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会
男

子
小
中
学
生
の
部
優
勝
）
▼
土
橋
輝

（
第
70
回
全
国
国
公
立
大
学
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
50
ｍ
自
由
形
５
位
100
ｍ
自

由
形
５
位
）
▼
笹
川
美
晴
（
第
56
回
北

信
越
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

800
ｍ
自
由
形
出
場
400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

出
場
）
▼
髙
野
莉
央
（
第
52
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ

少
年
少
女
水
泳
大
会
200
ｍ
自
由
形
優
勝

200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
３
位
）
▼
坂
井
萩

（
第
56
回
北
信
越
高
等
学
校
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
出
場

800
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
出
場
）
▼
齋
藤
俊

（
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
体
操
競
技
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
上
田
聖
真
（
令
和
５
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大

会
個
人
総
合
出
場
）
▼
五
十
嵐
大
都

（
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
体
操
競
技
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
大
倉
蒼
煌
（
第
58
回
北
信
越
高

等
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個
人
総

合
出
場
）
▼
樋
口
快
俐
（
第
58
回
北
信

越
高
等
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個

人
総
合
出
場
）
▼
飯
岡
颯
真
（
第
22
回

全
国
体
操
小
学
生
大
会
銀
賞
）
▼
枝
村

大
和
（
第
22
回
全
国
体
操
小
学
生
大
会

銀
賞
）
▼
田
邉
玄
（
令
和
５
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク

ラ
ス
個
人
総
合
２
位
）
▼
石
田
竜
聖

（
令
和
５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手

権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク
ラ
ス
個
人
総
合
３

位
）
▼
小
杉
理
恩
（
令
和
５
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク

ラ
ス
つ
り
輪
３
位
）
▼
捧
陽
正
（
令
和

５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会

中
学
生
の
部
あ
ん
馬
３
位
）
▼
牧
野
月

香
（
令
和
５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選

手
権
大
会
中
学
生
の
部
個
人
総
合
優

勝
）
▼
坂
上
に
こ
（
第
36
回
北
信
越

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
選
手
権
大
会
Ｕ

－

15
個
人
総
合
出
場
）
▼
並
松
玄
太
（
第

77
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大

会
個
人
総
合
３
位
あ
ん
馬
優
勝
、
鉄
棒

優
勝
）
▼
佐
藤
元
（
第
77
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
つ
り
輪
優
勝

平
行
棒
優
勝
）
▼
長
澤
響
（
第
77
回
全

日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
跳
馬

３
位
）
▼
田
中
潮
音
（
第
77
回
全
日
本

学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
３

位
）
▼
鈴
木
玲
偉
（
第
77
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
大
湊
ユ
リ
子
（
に
い
が
た
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
（
太
極
拳
）
70
歳
以
上
の

部
女
子
第
１
位
）
▼
富
樫
貞
子
（
に
い

が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
太
極
拳
）
75

歳
以
上
の
部
女
子
第
１
位
）
▼
栢
森
茂

昌
（
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
太

極
拳
）
75
歳
以
上
の
部
男
子
第
１
位
）

▼
松
澤
和
咲
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
卓
球
３
回
戦
進
出
）
▼

田
邉
奏
佑
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校
総

合
競
技
大
会
体
操
競
技
種
目
別
あ
ん
馬

優
勝
）
▼
海
津
剣
心
（
第
44
回
北
信
越

中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競
技
個
人

総
合
出
場
）
▼
五
十
嵐
遥
都
（
第
44
回

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競

技
個
人
総
合
出
場
）
▼
斉
藤
柚
羽
（
２

０
２
２
北
信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
選
手
権

大
会
新
体
操
女
子
大
会
Ａ
競
技
個
人
総

合
出
場
）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謝辞を述べる竹内克巳さん

優秀競技者章(個人)の受章の様子

優秀競技者章(団体)の受章の様子
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令
和
５
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

令
和
５
年
　
秋
の
叙
勲

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技

大
会
出
場
）
▼
新
潟
経
営
大
学
体
操
競

技
部
（
第
77
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技

選
手
権
大
会
団
体
総
合
準
優
勝
）
▼
加

茂
南
蒲
Ｓ
Ｃ
ク
ラ
ー
ジ
ュ
（
Ｊ
Ｆ
Ａ

バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
33
回
全
日
本
Ｕ

－

12
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
　
出

場
）
▼
は
な
み
ず
き
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
神
奈
川
大
会
出
場
）
▼
若
宮
中
学
校

女
子
卓
球
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
（
卓
球
）
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
）
▼
若
宮
中
学
校
体
操
部

（
第
54
回
新
潟
県
総
合
体
育
大
会
体
操

競
技
男
子
団
体
総
合
２
位
）
▼
加
茂
中

学
校
新
体
操
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
女
子
新
体
操
出
場
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
個
人
）
】

▼
菊
田
琴
音
（
第
72
回
全
国
高
等
学
校

ス
キ
ー
競
技
選
手
権
大
会
大
回
転
出

場
）
▼
木
津
博
文
（
第
70
回
新
潟
県
剣

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
章
】

▼
竹
内
克
巳
（
約
33
年
間
に
わ
た
り
加

茂
市
野
球
連
盟
の
要
職
を
歴
任
、
連
盟

の
組
織
の
維
持
・
発
展
に
尽
力
）
▼
工

藤
キ
ヨ
（
指
導
者
と
し
て
県
大
会
優
勝

者
を
数
多
く
輩
出
す
る
な
ど
多
大
な
功

績
）

【
優
秀
指
導
者
章
】

▼
京
野
秀
幸
（
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
監
督
と

し
て
、
同
部
員
の
指
導
・
育
成
に
長
年

携
わ
る
一
方
、
加
茂
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
と
技
術
向
上
に
尽

力
）
▼
松
澤
和
彦
（
若
宮
中
学
校
女
子

卓
球
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て
献
身
的

に
指
導
し
、
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大

会
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）

▼
篠
原
誠
（
同
女
子
卓
球
部
の
外
部
指

導
者
と
し
て
献
身
的
に
指
導
し
、
団
体

戦
で
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大
会
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）
▼
小
杉

俊
人
（
市
内
中
学
校
及
び
加
茂
市
近
郊

の
体
操
競
技
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
指
導
を
継
続

し
、
今
年
度
団
体
戦
で
県
大
会
２
位
、

個
人
総
合
で
３
名
の
生
徒
が
北
信
越
大

会
出
場
の
実
績
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
団
体
）
】

▼
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
第
42
回
新
潟
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
第
38

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
）
▼
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
第

42
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
流
大
会
第
38
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3
位
）
▼
加
茂
体
操
ク
ラ
ブ
小
学
生
男

子
（
令
和
４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技

ジ
ュ
ニ
ア
新
人
大
会
優
勝
）
▼
加
茂
高

等
学
校
体
操
競
技
部
（
令
和
５
年
度
全

　
11
月
10
日
、
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
文
化
会
館
の
大

ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
（
２

人
）
、
優
秀
指
導
者
（
４
人
）
と
優
秀

競
技
者
（
10
団
体
、
39
名
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

令和５年度令和５年度
加茂市スポーツ協会　表彰式加茂市スポーツ協会　表彰式

スポーツ功労者章を受けた竹内克巳さん

優秀指導者章を受けた京野秀幸さん

元
民
生
・
児
童
委
員

元
公
立
中
学
校
教
諭

石
崎

　
　茂
　さ
ん

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

元

　加
茂
市
消
防
団
団
長

近
藤

　和
三
　さ
ん

令和５年　秋の叙勲
受章おめでとうございます

　
石
崎
さ
ん
は
昭
和
27
年
か
ら
平
成
４

年
ま
で
40
年
間
、
公
立
中
学
校
で
教
諭

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
支
援
の

活
動
を
30
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
学
校
で
は
理
科
の
ご
担
当
で
、
い

つ
も
明
る
く
楽
し
い
授
業
と
な
る
よ
う

心
掛
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
石
崎
さ
ん

の
教
諭
と
し
て
の
理
念
は
「
授
業
は
も

ち
ろ
ん
、
学
級
活
動
や
部
活
動
な
ど
で

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

受
章
を
受
け
、
昔
の
教
え
子
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
こ
と
や
、
直
接
ご
自
宅
を
訪

問
し
て
く
れ
た
方
も
い
る
こ
と
を
嬉
し

そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
立
中
学
校
の
教
諭
を
定
年
退
職
さ

れ
た
後
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
貧
困
や
家
庭

内
の
不
和
な
ど
、
地
域
住
民
の
小
さ
な

声
に
耳
を
傾
け
、
幅
広
く
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
は
須
田
小
学
校
と
須
田
中
学
校

で
毎
月
１
回
、
朝
の
挨
拶
運
動
に
参
加

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
健
康
の
た
め
散
歩

を
し
た
り
、
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
お
聞
き
す
る

と
、「
95
歳
ま
で
は
生
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
楽
し
く

毎
日
を
過
ご
せ
た
ら
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
昭
和
48
年
か
ら
令
和
４

年
ま
で
約
半
世
紀
に
わ
た
り
に
消
防
団

活
動
に
従
事
さ
れ
、
平
成
28
年
に
は
消

防
団
長
に
就
任
し
、
２
期
６
年
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
受
章
に
つ
い
て
、「
驚
い

た
が
貴
重
な
機
会
な
の
で
喜
ん
で
お
受

け
し
た
。」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、
火

災
や
水
害
、行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、

様
々
な
災
害
現
場
に
出
動
さ
れ
た
近
藤

さ
ん
。
入
団
し
て
間
も
な
い
頃
、
十
分

に
訓
練
を
積
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
火
災
現
場
に
出
動
し
、
消
火
活
動

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
苦
労
も
多
い
中
、
消

防
団
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
多
く
の
人
と
の
交
流
の
輪
が
広

が
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
い
い
人
に
恵

ま
れ
て
、
と
て
も
幸
せ
な
人
生
だ
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
の
他
、
加
茂
福
祉
会
理
事
、
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
委
員
、
加
茂
市
自
然

環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、

多
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
藤
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
と
、「
一
年
一
年
の

積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
、
健
康
に
留

意
し
、
友
人
と
の
付
き
合
い
も
続
け
て

楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い
」
と
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
消
防
団
の
人
手
不
足
に
言

及
さ
れ
、「
ぜ
ひ
若
い
人
に
入
団
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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N E W S  T O P I C S
下条地区の農業の未来を考える座談会(11/1)
 11月1日（水）午後7時から、下条体育センターで
下条地区の農業の未来を考える座談会を開催しまし
た。
　これは、下条地区における農業の将来の在り方を
考えて方針を立てる地域計画策定の協議の場になり
ます。今回は8月18日に引き続いて2回目の協議を行
ない、全ての協議を終えました。
　この協議の結果は市が取りまとめて後日ホーム
ページで公表する予定です。

新潟経営大学 寄附講座「防災講座」（11/17）
　加茂市防災専門員の高橋亨さんによる、新潟経
営大学での寄附講座「防災講座」の第2回が、11
月17日（金）午後2時40分から新潟経営大学大講
義室で開催されました。
　第2回では、はじめに前回の振り返りとして自
助・共助・公助それぞれの内容の説明、なぜ「逃
げ遅れ」が発生するのか、などを説明しました。
次に、情報の発信者、受け手として、重要だと思
う事は何か、を学生から発言してもらいました。
　マイタイムライン作成やアプリ「かも防災・行
政ナビ」の登録、避難所用テントや段ボールベッ
ドの組み立てなどもあり、充実した講座となりま
した。

【有料広告】

アプリの登録
はこちらから

令
和
５
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

道
大
会
個
人
50
歳
代
優
勝
）
▼
鶴
巻
陽

太
（
第
76
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
100
ｍ
準
決
勝
進
出

200
ｍ
準
決
勝
進
出
）
▼
皆
川
武
蔵
（
第

62
回
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
５
０
０
０
ｍ
決
勝
９
位
）

▼
亀
山
翼
（
第
62
回
北
信
越
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
800
ｍ
準
決

勝
進
出
）
▼
齋
藤
優
也
（
２
０
２
３
第

49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大
会
砲
丸
投

げ
決
勝
２
位
）
▼
鶴
巻
来
音
（
２
０
２

３
第
49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大
会
や

り
投
げ
決
勝
１
位
）
▼
目
黒
晴
香
（
２

０
２
３
第
49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大

会
400
ｍ
決
勝
３
位
）
▼
篠
原
新
（
第
42

回
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会
男

子
小
中
学
生
の
部
優
勝
）
▼
土
橋
輝

（
第
70
回
全
国
国
公
立
大
学
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
50
ｍ
自
由
形
５
位
100
ｍ
自

由
形
５
位
）
▼
笹
川
美
晴
（
第
56
回
北

信
越
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

800
ｍ
自
由
形
出
場
400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

出
場
）
▼
髙
野
莉
央
（
第
52
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ

少
年
少
女
水
泳
大
会
200
ｍ
自
由
形
優
勝

200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
３
位
）
▼
坂
井
萩

（
第
56
回
北
信
越
高
等
学
校
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
出
場

800
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
出
場
）
▼
齋
藤
俊

（
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
体
操
競
技
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
上
田
聖
真
（
令
和
５
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大

会
個
人
総
合
出
場
）
▼
五
十
嵐
大
都

（
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
体
操
競
技
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
大
倉
蒼
煌
（
第
58
回
北
信
越
高

等
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個
人
総

合
出
場
）
▼
樋
口
快
俐
（
第
58
回
北
信

越
高
等
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個

人
総
合
出
場
）
▼
飯
岡
颯
真
（
第
22
回

全
国
体
操
小
学
生
大
会
銀
賞
）
▼
枝
村

大
和
（
第
22
回
全
国
体
操
小
学
生
大
会

銀
賞
）
▼
田
邉
玄
（
令
和
５
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク

ラ
ス
個
人
総
合
２
位
）
▼
石
田
竜
聖

（
令
和
５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手

権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク
ラ
ス
個
人
総
合
３

位
）
▼
小
杉
理
恩
（
令
和
５
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク

ラ
ス
つ
り
輪
３
位
）
▼
捧
陽
正
（
令
和

５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会

中
学
生
の
部
あ
ん
馬
３
位
）
▼
牧
野
月

香
（
令
和
５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選

手
権
大
会
中
学
生
の
部
個
人
総
合
優

勝
）
▼
坂
上
に
こ
（
第
36
回
北
信
越

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
選
手
権
大
会
Ｕ

－

15
個
人
総
合
出
場
）
▼
並
松
玄
太
（
第

77
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大

会
個
人
総
合
３
位
あ
ん
馬
優
勝
、
鉄
棒

優
勝
）
▼
佐
藤
元
（
第
77
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
つ
り
輪
優
勝

平
行
棒
優
勝
）
▼
長
澤
響
（
第
77
回
全

日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
跳
馬

３
位
）
▼
田
中
潮
音
（
第
77
回
全
日
本

学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
３

位
）
▼
鈴
木
玲
偉
（
第
77
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
大
湊
ユ
リ
子
（
に
い
が
た
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
（
太
極
拳
）
70
歳
以
上
の

部
女
子
第
１
位
）
▼
富
樫
貞
子
（
に
い

が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
太
極
拳
）
75

歳
以
上
の
部
女
子
第
１
位
）
▼
栢
森
茂

昌
（
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
太

極
拳
）
75
歳
以
上
の
部
男
子
第
１
位
）

▼
松
澤
和
咲
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
卓
球
３
回
戦
進
出
）
▼

田
邉
奏
佑
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校
総

合
競
技
大
会
体
操
競
技
種
目
別
あ
ん
馬

優
勝
）
▼
海
津
剣
心
（
第
44
回
北
信
越

中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競
技
個
人

総
合
出
場
）
▼
五
十
嵐
遥
都
（
第
44
回

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競

技
個
人
総
合
出
場
）
▼
斉
藤
柚
羽
（
２

０
２
２
北
信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
選
手
権

大
会
新
体
操
女
子
大
会
Ａ
競
技
個
人
総

合
出
場
）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謝辞を述べる竹内克巳さん

優秀競技者章(個人)の受章の様子

優秀競技者章(団体)の受章の様子
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令
和
５
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

令
和
５
年
　
秋
の
叙
勲

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技

大
会
出
場
）
▼
新
潟
経
営
大
学
体
操
競

技
部
（
第
77
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技

選
手
権
大
会
団
体
総
合
準
優
勝
）
▼
加

茂
南
蒲
Ｓ
Ｃ
ク
ラ
ー
ジ
ュ
（
Ｊ
Ｆ
Ａ

バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
33
回
全
日
本
Ｕ

－

12
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
　
出

場
）
▼
は
な
み
ず
き
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
神
奈
川
大
会
出
場
）
▼
若
宮
中
学
校

女
子
卓
球
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
（
卓
球
）
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
）
▼
若
宮
中
学
校
体
操
部

（
第
54
回
新
潟
県
総
合
体
育
大
会
体
操

競
技
男
子
団
体
総
合
２
位
）
▼
加
茂
中

学
校
新
体
操
部
（
第
44
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
女
子
新
体
操
出
場
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
個
人
）
】

▼
菊
田
琴
音
（
第
72
回
全
国
高
等
学
校

ス
キ
ー
競
技
選
手
権
大
会
大
回
転
出

場
）
▼
木
津
博
文
（
第
70
回
新
潟
県
剣

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
章
】

▼
竹
内
克
巳
（
約
33
年
間
に
わ
た
り
加

茂
市
野
球
連
盟
の
要
職
を
歴
任
、
連
盟

の
組
織
の
維
持
・
発
展
に
尽
力
）
▼
工

藤
キ
ヨ
（
指
導
者
と
し
て
県
大
会
優
勝

者
を
数
多
く
輩
出
す
る
な
ど
多
大
な
功

績
）

【
優
秀
指
導
者
章
】

▼
京
野
秀
幸
（
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
監
督
と

し
て
、
同
部
員
の
指
導
・
育
成
に
長
年

携
わ
る
一
方
、
加
茂
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
と
技
術
向
上
に
尽

力
）
▼
松
澤
和
彦
（
若
宮
中
学
校
女
子

卓
球
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て
献
身
的

に
指
導
し
、
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大

会
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）

▼
篠
原
誠
（
同
女
子
卓
球
部
の
外
部
指

導
者
と
し
て
献
身
的
に
指
導
し
、
団
体

戦
で
県
大
会
優
勝
や
北
信
越
大
会
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
に
貢
献
）
▼
小
杉

俊
人
（
市
内
中
学
校
及
び
加
茂
市
近
郊

の
体
操
競
技
部
の
外
部
指
導
者
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
指
導
を
継
続

し
、
今
年
度
団
体
戦
で
県
大
会
２
位
、

個
人
総
合
で
３
名
の
生
徒
が
北
信
越
大

会
出
場
の
実
績
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
団
体
）
】

▼
須
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
第
42
回
新
潟
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
大
会
第
38

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
）
▼
加
茂

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
第

42
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
流
大
会
第
38
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3
位
）
▼
加
茂
体
操
ク
ラ
ブ
小
学
生
男

子
（
令
和
４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技

ジ
ュ
ニ
ア
新
人
大
会
優
勝
）
▼
加
茂
高

等
学
校
体
操
競
技
部
（
令
和
５
年
度
全

　
11
月
10
日
、
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
文
化
会
館
の
大

ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
（
２

人
）
、
優
秀
指
導
者
（
４
人
）
と
優
秀

競
技
者
（
10
団
体
、
39
名
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

令和５年度令和５年度
加茂市スポーツ協会　表彰式加茂市スポーツ協会　表彰式

スポーツ功労者章を受けた竹内克巳さん

優秀指導者章を受けた京野秀幸さん

元
民
生
・
児
童
委
員

元
公
立
中
学
校
教
諭

石
崎

　
　茂
　さ
ん

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

元

　加
茂
市
消
防
団
団
長

近
藤

　和
三
　さ
ん

令和５年　秋の叙勲
受章おめでとうございます

　
石
崎
さ
ん
は
昭
和
27
年
か
ら
平
成
４

年
ま
で
40
年
間
、
公
立
中
学
校
で
教
諭

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
支
援
の

活
動
を
30
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
学
校
で
は
理
科
の
ご
担
当
で
、
い

つ
も
明
る
く
楽
し
い
授
業
と
な
る
よ
う

心
掛
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
石
崎
さ
ん

の
教
諭
と
し
て
の
理
念
は
「
授
業
は
も

ち
ろ
ん
、
学
級
活
動
や
部
活
動
な
ど
で

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

受
章
を
受
け
、
昔
の
教
え
子
か
ら
連
絡

が
あ
っ
た
こ
と
や
、
直
接
ご
自
宅
を
訪

問
し
て
く
れ
た
方
も
い
る
こ
と
を
嬉
し

そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
公
立
中
学
校
の
教
諭
を
定
年
退
職
さ

れ
た
後
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
貧
困
や
家
庭

内
の
不
和
な
ど
、
地
域
住
民
の
小
さ
な

声
に
耳
を
傾
け
、
幅
広
く
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
は
須
田
小
学
校
と
須
田
中
学
校

で
毎
月
１
回
、
朝
の
挨
拶
運
動
に
参
加

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
健
康
の
た
め
散
歩

を
し
た
り
、
脳
の
活
性
化
の
た
め
に
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
お
聞
き
す
る

と
、「
95
歳
ま
で
は
生
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
楽
し
く

毎
日
を
過
ご
せ
た
ら
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
昭
和
48
年
か
ら
令
和
４

年
ま
で
約
半
世
紀
に
わ
た
り
に
消
防
団

活
動
に
従
事
さ
れ
、
平
成
28
年
に
は
消

防
団
長
に
就
任
し
、
２
期
６
年
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
受
章
に
つ
い
て
、「
驚
い

た
が
貴
重
な
機
会
な
の
で
喜
ん
で
お
受

け
し
た
。」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、
火

災
や
水
害
、行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、

様
々
な
災
害
現
場
に
出
動
さ
れ
た
近
藤

さ
ん
。
入
団
し
て
間
も
な
い
頃
、
十
分

に
訓
練
を
積
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
火
災
現
場
に
出
動
し
、
消
火
活
動

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
苦
労
も
多
い
中
、
消

防
団
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
多
く
の
人
と
の
交
流
の
輪
が
広

が
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
い
い
人
に
恵

ま
れ
て
、
と
て
も
幸
せ
な
人
生
だ
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
の
他
、
加
茂
福
祉
会
理
事
、
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
委
員
、
加
茂
市
自
然

環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、

多
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
藤
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
と
、「
一
年
一
年
の

積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
、
健
康
に
留

意
し
、
友
人
と
の
付
き
合
い
も
続
け
て

楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い
」
と
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
消
防
団
の
人
手
不
足
に
言

及
さ
れ
、「
ぜ
ひ
若
い
人
に
入
団
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
木
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
金
）
は
市
役
所
市
民

課
と
税
務
課
で
各
種
証
明
書
発
行
や

印
鑑
登
録
事
務
な
ど
、
会
計
課
で
市

税
な
ど
の
納
付
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

12
月
30
日
（
土
）
は
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
ま
で
市
民
課
で
各
種
証
明
書
発

行
と
印
鑑
登
録
事
務
の
み
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
木
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

12
月
31
日
（
日
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご
み
の
直
接

年末年始　各施設の休館日一覧

28
木
29
金
30
土
31
日
１
月
２
火
３
水
４
木

休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

休

休 休

休

休

休

休

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館、
勤労青少年ホーム、産業センター、乳
幼児あそびの広場、須田 憩いとあそび
の広場、病児保育園、勤労者体育セン
ター、下条体育センター、市立図書館、
民俗資料館、地域交流センター、各コ
ミセン、かも川荘、ゆきつばき荘、文
化会館、すぱーく加茂、温水プール
※図書館の12月28日と1月4日の開館時間は午
前9時～午後5時

※12月30日の窓口業務は午前8時30分～正午
市民課

※12月31日は午後3時までの営業

※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時
（最終入館は午後６時30分）

BBC

加茂七谷温泉 美人の湯

※12月31日の営業時間は午後1時～5時30分、
1月2～4日は午前10時～午後5時30分

メリア3階

清掃センター

税務課、会計課

　
年
末
の
12
月
26
日（
火
）〜
30
日（
土
）

と
年
始
の
1
月
4
日（
木
）〜
13
日（
土
）

は
ゴ
ミ
の
持
込
み
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
車
の
渋
滞
が
発
生
す
る
た
め
、
持

込
み
を
さ
れ
る
方
は
で
き
る
だ
け
日
を

ず
ら
す
な
ど
し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
・
田
上
町
消
防

衛
生
保
育
組
合
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎

57

－

２
４
１
５
）

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
講
座

で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

日
　
時
　
１
月
16
日（
火
）、26
日（
金
）、

２
月
16
日
（
金
）
、
27
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

清
掃
セ
ン
タ
ー

ゴ
ミ
の
持
込
み

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
川
本
朝

子
さ
ん

定
　
員

20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
水
分
補

給
で
き
る
物
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月
10
日

（
水
）ま
で
に（
公
社
）加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１
７
７
２
）

へ
。

14（日）
8（月・祝）
7（日）
3（水）
2（火）

1/1（月・祝）
31（日）

12/24（日）

田上診療所
さくらクリニック
鷲塚内科医院
星野内科医院
須田医院
徳友医院
みながわ整形外科
中村医院

57－5015
52－9511
52－2054
41－4141
41－5025
53－0167
53－3877
52－0095

月　日 休日当番医 ☎

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
モハ１の汽笛が復活！（11/19）
　11月19日(日)午前９時30分から、冬鳥越スキー
ガーデンで「旧蒲原鉄道保存車両美化イベント」が
開催されました。
　当日は雨のため、当初予定していたモハ車体への
ペンキ塗りは中止し、ヘッドマーク作りと汽笛体験
を実施しました。汽笛の復活には修理業者の他、地
元の愛好家などからもご協力いただきました。
　午後からは一般の人も、復活したモハの汽笛を鳴
らすことができ、その音色の大きさや種類を楽しん
でいました。

加茂市と社会福祉協議会が「災害ボランティアセンター」の協定を締結(11/21)
　11月21日（火）に、加茂市は社会福祉協議会と「加茂市災害ボ
ランティアセンターの設置運営等に関する協定」を締結しました。
　この協定は、市内で地震、風水害その他の災害が発生した場合に
おいて、市からの要請に基づき加茂市社会福祉協議会が災害ボラン
ティアセンターを設置運営し、円滑な災害ボランティア活動を行う
ことにより、被災者の速やかな生活再建を図ることを目的としてい
ます。

令和5年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/29）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
11月29日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
唐沢健二さん（(株 )渡辺建材）　　山口健二さん（(株 )山本建材）
伊原多樹夫さん（小柳建設 (株 )）

ヘッドマークとして
は珍しい長方形

展示の３台とも汽笛が再現されました

【有料広告】 【有料広告】
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N E W S  T O P I C S
下条地区の農業の未来を考える座談会(11/1)
 11月1日（水）午後7時から、下条体育センターで
下条地区の農業の未来を考える座談会を開催しまし
た。
　これは、下条地区における農業の将来の在り方を
考えて方針を立てる地域計画策定の協議の場になり
ます。今回は8月18日に引き続いて2回目の協議を行
ない、全ての協議を終えました。
　この協議の結果は市が取りまとめて後日ホーム
ページで公表する予定です。

新潟経営大学 寄附講座「防災講座」（11/17）
　加茂市防災専門員の高橋亨さんによる、新潟経
営大学での寄附講座「防災講座」の第2回が、11
月17日（金）午後2時40分から新潟経営大学大講
義室で開催されました。
　第2回では、はじめに前回の振り返りとして自
助・共助・公助それぞれの内容の説明、なぜ「逃
げ遅れ」が発生するのか、などを説明しました。
次に、情報の発信者、受け手として、重要だと思
う事は何か、を学生から発言してもらいました。
　マイタイムライン作成やアプリ「かも防災・行
政ナビ」の登録、避難所用テントや段ボールベッ
ドの組み立てなどもあり、充実した講座となりま
した。

【有料広告】
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謝辞を述べる竹内克巳さん

優秀競技者章(個人)の受章の様子

優秀競技者章(団体)の受章の様子
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の
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始
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市
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業
務
と
各
施
設
休
館
日

市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
木
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
金
）
は
市
役
所
市
民

課
と
税
務
課
で
各
種
証
明
書
発
行
や

印
鑑
登
録
事
務
な
ど
、
会
計
課
で
市

税
な
ど
の
納
付
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

12
月
30
日
（
土
）
は
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
ま
で
市
民
課
で
各
種
証
明
書
発

行
と
印
鑑
登
録
事
務
の
み
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
木
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

12
月
31
日
（
日
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご
み
の
直
接

年末年始　各施設の休館日一覧

28
木
29
金
30
土
31
日
１
月
２
火
３
水
４
木

休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

休

休 休

休

休

休

休

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館、
勤労青少年ホーム、産業センター、乳
幼児あそびの広場、須田 憩いとあそび
の広場、病児保育園、勤労者体育セン
ター、下条体育センター、市立図書館、
民俗資料館、地域交流センター、各コ
ミセン、かも川荘、ゆきつばき荘、文
化会館、すぱーく加茂、温水プール
※図書館の12月28日と1月4日の開館時間は午
前9時～午後5時

※12月30日の窓口業務は午前8時30分～正午
市民課

※12月31日は午後3時までの営業

※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時
（最終入館は午後６時30分）

BBC

加茂七谷温泉 美人の湯

※12月31日の営業時間は午後1時～5時30分、
1月2～4日は午前10時～午後5時30分

メリア3階

清掃センター

税務課、会計課

　
年
末
の
12
月
26
日（
火
）〜
30
日（
土
）

と
年
始
の
1
月
4
日（
木
）〜
13
日（
土
）

は
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変
混
雑
し
ま
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車
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す
る
た
め
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を
さ
れ
る
方
は
で
き
る
だ
け
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を

ず
ら
す
な
ど
し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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４
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５
）

　
軽
運
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ト
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行
う
講
座

で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

日
　
時
　
１
月
16
日（
火
）、26
日（
金
）、

２
月
16
日
（
金
）
、
27
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

清
掃
セ
ン
タ
ー

ゴ
ミ
の
持
込
み

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
川
本
朝

子
さ
ん

定
　
員

20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
水
分
補

給
で
き
る
物
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月
10
日

（
水
）ま
で
に（
公
社
）加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１
７
７
２
）

へ
。

14（日）
8（月・祝）
7（日）
3（水）
2（火）

1/1（月・祝）
31（日）

12/24（日）

田上診療所
さくらクリニック
鷲塚内科医院
星野内科医院
須田医院
徳友医院
みながわ整形外科
中村医院

57－5015
52－9511
52－2054
41－4141
41－5025
53－0167
53－3877
52－0095

月　日 休日当番医 ☎
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N E W S  T O P I C S
モハ１の汽笛が復活！（11/19）
　11月19日(日)午前９時30分から、冬鳥越スキー
ガーデンで「旧蒲原鉄道保存車両美化イベント」が
開催されました。
　当日は雨のため、当初予定していたモハ車体への
ペンキ塗りは中止し、ヘッドマーク作りと汽笛体験
を実施しました。汽笛の復活には修理業者の他、地
元の愛好家などからもご協力いただきました。
　午後からは一般の人も、復活したモハの汽笛を鳴
らすことができ、その音色の大きさや種類を楽しん
でいました。

加茂市と社会福祉協議会が「災害ボランティアセンター」の協定を締結(11/21)
　11月21日（火）に、加茂市は社会福祉協議会と「加茂市災害ボ
ランティアセンターの設置運営等に関する協定」を締結しました。
　この協定は、市内で地震、風水害その他の災害が発生した場合に
おいて、市からの要請に基づき加茂市社会福祉協議会が災害ボラン
ティアセンターを設置運営し、円滑な災害ボランティア活動を行う
ことにより、被災者の速やかな生活再建を図ることを目的としてい
ます。

令和5年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/29）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
11月29日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
唐沢健二さん（(株 )渡辺建材）　　山口健二さん（(株 )山本建材）
伊原多樹夫さん（小柳建設 (株 )）

ヘッドマークとして
は珍しい長方形

展示の３台とも汽笛が再現されました

【有料広告】 【有料広告】
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N E W S  T O P I C S
下条地区の農業の未来を考える座談会(11/1)
 11月1日（水）午後7時から、下条体育センターで
下条地区の農業の未来を考える座談会を開催しまし
た。
　これは、下条地区における農業の将来の在り方を
考えて方針を立てる地域計画策定の協議の場になり
ます。今回は8月18日に引き続いて2回目の協議を行
ない、全ての協議を終えました。
　この協議の結果は市が取りまとめて後日ホーム
ページで公表する予定です。

新潟経営大学 寄附講座「防災講座」（11/17）
　加茂市防災専門員の高橋亨さんによる、新潟経
営大学での寄附講座「防災講座」の第2回が、11
月17日（金）午後2時40分から新潟経営大学大講
義室で開催されました。
　第2回では、はじめに前回の振り返りとして自
助・共助・公助それぞれの内容の説明、なぜ「逃
げ遅れ」が発生するのか、などを説明しました。
次に、情報の発信者、受け手として、重要だと思
う事は何か、を学生から発言してもらいました。
　マイタイムライン作成やアプリ「かも防災・行
政ナビ」の登録、避難所用テントや段ボールベッ
ドの組み立てなどもあり、充実した講座となりま
した。

【有料広告】

アプリの登録
はこちらから

令
和
５
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

道
大
会
個
人
50
歳
代
優
勝
）
▼
鶴
巻
陽

太
（
第
76
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
100
ｍ
準
決
勝
進
出

200
ｍ
準
決
勝
進
出
）
▼
皆
川
武
蔵
（
第

62
回
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
５
０
０
０
ｍ
決
勝
９
位
）

▼
亀
山
翼
（
第
62
回
北
信
越
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
800
ｍ
準
決

勝
進
出
）
▼
齋
藤
優
也
（
２
０
２
３
第

49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大
会
砲
丸
投

げ
決
勝
２
位
）
▼
鶴
巻
来
音
（
２
０
２

３
第
49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大
会
や

り
投
げ
決
勝
１
位
）
▼
目
黒
晴
香
（
２

０
２
３
第
49
回
新
潟
県
高
校
一
年
生
大

会
400
ｍ
決
勝
３
位
）
▼
篠
原
新
（
第
42

回
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会
男

子
小
中
学
生
の
部
優
勝
）
▼
土
橋
輝

（
第
70
回
全
国
国
公
立
大
学
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
50
ｍ
自
由
形
５
位
100
ｍ
自

由
形
５
位
）
▼
笹
川
美
晴
（
第
56
回
北

信
越
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

800
ｍ
自
由
形
出
場
400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

出
場
）
▼
髙
野
莉
央
（
第
52
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ

少
年
少
女
水
泳
大
会
200
ｍ
自
由
形
優
勝

200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
３
位
）
▼
坂
井
萩

（
第
56
回
北
信
越
高
等
学
校
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
出
場

800
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
出
場
）
▼
齋
藤
俊

（
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
体
操
競
技
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
上
田
聖
真
（
令
和
５
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大

会
個
人
総
合
出
場
）
▼
五
十
嵐
大
都

（
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
体
操
競
技
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
大
倉
蒼
煌
（
第
58
回
北
信
越
高

等
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個
人
総

合
出
場
）
▼
樋
口
快
俐
（
第
58
回
北
信

越
高
等
学
校
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個

人
総
合
出
場
）
▼
飯
岡
颯
真
（
第
22
回

全
国
体
操
小
学
生
大
会
銀
賞
）
▼
枝
村

大
和
（
第
22
回
全
国
体
操
小
学
生
大
会

銀
賞
）
▼
田
邉
玄
（
令
和
５
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク

ラ
ス
個
人
総
合
２
位
）
▼
石
田
竜
聖

（
令
和
５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手

権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク
ラ
ス
個
人
総
合
３

位
）
▼
小
杉
理
恩
（
令
和
５
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
小
学
生
Ｂ
ク

ラ
ス
つ
り
輪
３
位
）
▼
捧
陽
正
（
令
和

５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会

中
学
生
の
部
あ
ん
馬
３
位
）
▼
牧
野
月

香
（
令
和
５
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選

手
権
大
会
中
学
生
の
部
個
人
総
合
優

勝
）
▼
坂
上
に
こ
（
第
36
回
北
信
越

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
選
手
権
大
会
Ｕ

－

15
個
人
総
合
出
場
）
▼
並
松
玄
太
（
第

77
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大

会
個
人
総
合
３
位
あ
ん
馬
優
勝
、
鉄
棒

優
勝
）
▼
佐
藤
元
（
第
77
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
つ
り
輪
優
勝

平
行
棒
優
勝
）
▼
長
澤
響
（
第
77
回
全

日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
跳
馬

３
位
）
▼
田
中
潮
音
（
第
77
回
全
日
本

学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
３

位
）
▼
鈴
木
玲
偉
（
第
77
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
個
人
総
合
出

場
）
▼
大
湊
ユ
リ
子
（
に
い
が
た
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
（
太
極
拳
）
70
歳
以
上
の

部
女
子
第
１
位
）
▼
富
樫
貞
子
（
に
い

が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
太
極
拳
）
75

歳
以
上
の
部
女
子
第
１
位
）
▼
栢
森
茂

昌
（
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
太

極
拳
）
75
歳
以
上
の
部
男
子
第
１
位
）

▼
松
澤
和
咲
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
卓
球
３
回
戦
進
出
）
▼

田
邉
奏
佑
（
第
44
回
北
信
越
中
学
校
総

合
競
技
大
会
体
操
競
技
種
目
別
あ
ん
馬

優
勝
）
▼
海
津
剣
心
（
第
44
回
北
信
越

中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競
技
個
人

総
合
出
場
）
▼
五
十
嵐
遥
都
（
第
44
回

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競

技
個
人
総
合
出
場
）
▼
斉
藤
柚
羽
（
２

０
２
２
北
信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
選
手
権

大
会
新
体
操
女
子
大
会
Ａ
競
技
個
人
総

合
出
場
）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謝辞を述べる竹内克巳さん

優秀競技者章(個人)の受章の様子

優秀競技者章(団体)の受章の様子
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マ
ン
ホ
ー
ル
合
格
祈
願
お
守
り
配
布
　
ほ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

接
種
を
希
望
の
方
は
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
5
〜
11
歳
対
象

　
５
〜
11
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
（
１
〜
３
月
）
を
下
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

※

２
月
20
日
（
火
）
は
12
歳
以
上
の
日

程
で
し
た
が
、
５
〜
11
歳
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

予
約
方
法
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
０
０
１
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
日
祝
除
く
）
へ
。
医
療
機
関
で

は
予
約
不
可
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
　
小
児
用
オ
ミ
ク
ロ

ン
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
１
・
５
の
１
価
ワ
ク
チ
ン

（
初
回
・
追
加
）

■
集
団
接
種

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
集
団

接
種
は
12
月
で
終
了
予
定
で
す
。
集
団

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、
地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
た
め

に
、
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会

員
）
と
援
助
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
を
し
て
、
有

償
で
相
互
に
援
助
活
動
を
行
う
活
動
の

名
称
で
す
。

市
で
は
、
令
和
６
年
１
月
に
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
２
月
か
ら
活
動
を

加
茂
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

提
供
会
員
の
養
成
講
座

加
茂
市
子
育
て

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
　

協
賛
店
募
集

開
始
し
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

援
助
し
た
い
方
は
、
養
成
講
座
の
４
回

の
受
講
修
了
が
必
要
で
す
（
参
加
費
無

料
）
。
日
時
と
内
容
は
上
表
の
と
お
り

で
す
。

会
　
場
　
市
役
所
402
会
議
室
（
２
回
目

以
降
、
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
）

対
象
者
　
子
育
て
を
手
助
け
す
る
意
欲

が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
20
歳
以

上
の
市
民
。

定
　
員

20
名
程
度

そ
の
他
　
子
育
て
の
手
助
け
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
の
受
講
も
可
能
で

す
。
子
育
て
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る

た
め
、
関
心
の
あ
る
講
座
の
み
申
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
講
座
の
受
講
に
あ

た
っ
て
託
児
が
必
要
な
場
合
は
、
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
先
着

子
ど
も
６
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
152
）
へ
。

予
約
開
始
日

12
月
20
日
（
水
）

※

注
意
事
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、接
種

券
同
封
の
案
内
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）

　
加
茂
市
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
子
育
て
家
庭
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
行
し
、
協
賛
店
舗
に
よ
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て

を
応
援
す
る
取
組
み
で
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
利
用
者
は
、
市
内
の
協
賛
店
に
子
育

て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
各
店
・
企
業
が
設
定
し
た
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
多
く
の
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も

未
来
課
（
☎
内
線
151
）

ホームページ ホームページ

日　時 内　容

1/22（月）9：00~12：00

1/31（水）10：00~15：00

2/ ７（水）9：00~12：00

2/14（水）9：00~12：00

保育の心、心の発達とその問題

心身の発達と病気、小児看護、
子どもの事故、心肺蘇生法
保育と環境、子どもの世話、
栄養と食生活
子育て支援サービスを提供する
ために

集合日時 医療機関
1/16（火）
14：15
2/20（火）
17：00
3/13（水）
正午

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

監物小児科医院

　
雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
や
メ
ー
タ
ー
周
辺
、

屋
外
設
置
の
給
湯
器
な
ど
は
、
雪
に
埋

も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
除
雪
す
る
。

▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
周
囲
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
も
注
意
。

▼
排
気
筒
や
吸
気
口
が
雪
で
塞
が
れ
て

い
な
い
か
、
排
気
筒
に
破
損
は
な
い
か

点
検
。
換
気
も
忘
れ
な
い
。

※

万
一
、
ガ
ス
漏
れ
や
燃
焼
器
具
に
異

常
が
あ
っ
た
場
合
は
器
具
の
使
用
を
中

止
し
、
取
引
の
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
（
一
社
）
新
潟
県
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
（
☎
025

－

267

－

３
１
７
１
）

雪
に
よ
る
L
P
ガ
ス
事
故
防
止

　
上
下
水
道
課
で

は
受
験
生
を
応
援

す
る
た
め
、
下
水

道
マ
ン
ホ
ー
ル
合

格
祈
願
お
守
り
を

作
り
ま
し
た
。
マ

ン
ホ
ー
ル
は
そ
の
「
ま
る
」
い
形
状
か

ら
ど
ん
な
角
度
に
な
っ
て
も
「
落
ち
な

い
」
、
表
面
に
凸
凹
が
あ
る
の
で
「
滑

ら
な
い
」
と
受
験
に
は
た
い
へ
ん
縁
起

が
良
く
、
全
国
的
に
合
格
祈
願
の
お
守

り
と
し
て
下
水
道
事
業
の
広
報
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
内
の
中
学
３
年
生
に
は
、
学

校
を
通
し
て
配
布
し
、
そ
の
後
約
300
個

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
課
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。
受
験
生
一
人
に
つ
き
一
個
配

布
し
、
家
族
の
代
理
受
取
も
で
き
ま

す
。※

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除

き
、
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

配
布
場
所
　
上
下
水
道
課
窓
口
（
市
役

所
２
階
）※

予
約
受
付
や
郵
送
は
行
い

ま
せ
ん
。

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

合
格
祈
願
お
守
り
配
布

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
業
務
係

（
☎
内
線
232
）

消防出初式
実施日　1月7日（日）
時間／場所　▼式典　午前10時～
10時40分／加茂市民体育館
▼車両パレード　11時10分～11
時40分／加茂駅前～穀町～本町
▼放水訓練　11時40分～正午／加
茂川河川敷※小型ポンプ、ポンプ
車による一斉放水
　放水訓練ではサイレンを吹鳴し
ます。付近住民の皆様には大変ご
迷惑をお掛けしますが、ご理解ご
協力のほどお願いします。また、
進行状況によって時間が前後する
場合があります。
問い合わせ　加茂地域消防本部　
警防課（☎52-1770）

住宅用火災警報器の交換目安
　住宅用火災警報器（住警器）はすべての
住宅に設置が義務付けられています。まだ
設置していないお宅は早目の設置をお願い
します。
　住警器は一般的には電池式で、その寿命
目安は約10年とされています。適切に機能
させるためには維持管理が重要です。以下
の場合は住警器の故障か電池切れのサイン
です。
▼点検ボタンを押しても、点検ひもをひっ
ぱっても反応がない
▼火災警報以外の警報が鳴る
　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認す
るか、メーカーにお問い合せください。なお、電池切れと判
明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体
内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくなる場合がある
ため、本体の交換を推奨しています。
問い合わせ　加茂地域消防署（☎52－1770）

【5～11歳 新型コロナワクチン接種日程】
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年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
木
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
金
）
は
市
役
所
市
民

課
と
税
務
課
で
各
種
証
明
書
発
行
や

印
鑑
登
録
事
務
な
ど
、
会
計
課
で
市

税
な
ど
の
納
付
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

12
月
30
日
（
土
）
は
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
ま
で
市
民
課
で
各
種
証
明
書
発

行
と
印
鑑
登
録
事
務
の
み
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
木
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

12
月
31
日
（
日
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご
み
の
直
接

年末年始　各施設の休館日一覧

28
木
29
金
30
土
31
日
１
月
２
火
３
水
４
木

休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

休

休 休

休

休

休

休

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館、
勤労青少年ホーム、産業センター、乳
幼児あそびの広場、須田 憩いとあそび
の広場、病児保育園、勤労者体育セン
ター、下条体育センター、市立図書館、
民俗資料館、地域交流センター、各コ
ミセン、かも川荘、ゆきつばき荘、文
化会館、すぱーく加茂、温水プール
※図書館の12月28日と1月4日の開館時間は午
前9時～午後5時

※12月30日の窓口業務は午前8時30分～正午
市民課

※12月31日は午後3時までの営業

※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時
（最終入館は午後６時30分）

BBC

加茂七谷温泉 美人の湯

※12月31日の営業時間は午後1時～5時30分、
1月2～4日は午前10時～午後5時30分

メリア3階

清掃センター

税務課、会計課

　
年
末
の
12
月
26
日（
火
）〜
30
日（
土
）

と
年
始
の
1
月
4
日（
木
）〜
13
日（
土
）

は
ゴ
ミ
の
持
込
み
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
車
の
渋
滞
が
発
生
す
る
た
め
、
持

込
み
を
さ
れ
る
方
は
で
き
る
だ
け
日
を

ず
ら
す
な
ど
し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
・
田
上
町
消
防

衛
生
保
育
組
合
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎

57

－

２
４
１
５
）

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
講
座

で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

日
　
時
　
１
月
16
日（
火
）、26
日（
金
）、

２
月
16
日
（
金
）
、
27
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

清
掃
セ
ン
タ
ー

ゴ
ミ
の
持
込
み

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
川
本
朝

子
さ
ん

定
　
員

20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
水
分
補

給
で
き
る
物
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月
10
日

（
水
）ま
で
に（
公
社
）加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１
７
７
２
）

へ
。

14（日）
8（月・祝）
7（日）
3（水）
2（火）

1/1（月・祝）
31（日）

12/24（日）

田上診療所
さくらクリニック
鷲塚内科医院
星野内科医院
須田医院
徳友医院
みながわ整形外科
中村医院

57－5015
52－9511
52－2054
41－4141
41－5025
53－0167
53－3877
52－0095

月　日 休日当番医 ☎

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
モハ１の汽笛が復活！（11/19）
　11月19日(日)午前９時30分から、冬鳥越スキー
ガーデンで「旧蒲原鉄道保存車両美化イベント」が
開催されました。
　当日は雨のため、当初予定していたモハ車体への
ペンキ塗りは中止し、ヘッドマーク作りと汽笛体験
を実施しました。汽笛の復活には修理業者の他、地
元の愛好家などからもご協力いただきました。
　午後からは一般の人も、復活したモハの汽笛を鳴
らすことができ、その音色の大きさや種類を楽しん
でいました。

加茂市と社会福祉協議会が「災害ボランティアセンター」の協定を締結(11/21)
　11月21日（火）に、加茂市は社会福祉協議会と「加茂市災害ボ
ランティアセンターの設置運営等に関する協定」を締結しました。
　この協定は、市内で地震、風水害その他の災害が発生した場合に
おいて、市からの要請に基づき加茂市社会福祉協議会が災害ボラン
ティアセンターを設置運営し、円滑な災害ボランティア活動を行う
ことにより、被災者の速やかな生活再建を図ることを目的としてい
ます。

令和5年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/29）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
11月29日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
唐沢健二さん（(株 )渡辺建材）　　山口健二さん（(株 )山本建材）
伊原多樹夫さん（小柳建設 (株 )）

ヘッドマークとして
は珍しい長方形

展示の３台とも汽笛が再現されました

【有料広告】 【有料広告】
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マ
ン
ホ
ー
ル
合
格
祈
願
お
守
り
配
布
　
ほ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

接
種
を
希
望
の
方
は
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
5
〜
11
歳
対
象

　
５
〜
11
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
（
１
〜
３
月
）
を
下
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

※

２
月
20
日
（
火
）
は
12
歳
以
上
の
日

程
で
し
た
が
、
５
〜
11
歳
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

予
約
方
法
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
０
０
１
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
日
祝
除
く
）
へ
。
医
療
機
関
で

は
予
約
不
可
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
　
小
児
用
オ
ミ
ク
ロ

ン
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
１
・
５
の
１
価
ワ
ク
チ
ン

（
初
回
・
追
加
）

■
集
団
接
種

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
集
団

接
種
は
12
月
で
終
了
予
定
で
す
。
集
団

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、
地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
た
め

に
、
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会

員
）
と
援
助
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
を
し
て
、
有

償
で
相
互
に
援
助
活
動
を
行
う
活
動
の

名
称
で
す
。

市
で
は
、
令
和
６
年
１
月
に
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
２
月
か
ら
活
動
を

加
茂
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

提
供
会
員
の
養
成
講
座

加
茂
市
子
育
て

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
　

協
賛
店
募
集

開
始
し
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

援
助
し
た
い
方
は
、
養
成
講
座
の
４
回

の
受
講
修
了
が
必
要
で
す
（
参
加
費
無

料
）
。
日
時
と
内
容
は
上
表
の
と
お
り

で
す
。

会
　
場
　
市
役
所
402
会
議
室
（
２
回
目

以
降
、
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
）

対
象
者
　
子
育
て
を
手
助
け
す
る
意
欲

が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
20
歳
以

上
の
市
民
。

定
　
員

20
名
程
度

そ
の
他
　
子
育
て
の
手
助
け
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
の
受
講
も
可
能
で

す
。
子
育
て
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る

た
め
、
関
心
の
あ
る
講
座
の
み
申
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
講
座
の
受
講
に
あ

た
っ
て
託
児
が
必
要
な
場
合
は
、
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
先
着

子
ど
も
６
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
152
）
へ
。

予
約
開
始
日

12
月
20
日
（
水
）

※

注
意
事
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、接
種

券
同
封
の
案
内
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）

　
加
茂
市
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
子
育
て
家
庭
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
行
し
、
協
賛
店
舗
に
よ
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て

を
応
援
す
る
取
組
み
で
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
利
用
者
は
、
市
内
の
協
賛
店
に
子
育

て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
各
店
・
企
業
が
設
定
し
た
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
多
く
の
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も

未
来
課
（
☎
内
線
151
）

ホームページ ホームページ

日　時 内　容

1/22（月）9：00~12：00

1/31（水）10：00~15：00

2/ ７（水）9：00~12：00

2/14（水）9：00~12：00

保育の心、心の発達とその問題

心身の発達と病気、小児看護、
子どもの事故、心肺蘇生法
保育と環境、子どもの世話、
栄養と食生活
子育て支援サービスを提供する
ために

集合日時 医療機関
1/16（火）
14：15
2/20（火）
17：00
3/13（水）
正午

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

監物小児科医院

　
雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
や
メ
ー
タ
ー
周
辺
、

屋
外
設
置
の
給
湯
器
な
ど
は
、
雪
に
埋

も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
除
雪
す
る
。

▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
周
囲
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
も
注
意
。

▼
排
気
筒
や
吸
気
口
が
雪
で
塞
が
れ
て

い
な
い
か
、
排
気
筒
に
破
損
は
な
い
か

点
検
。
換
気
も
忘
れ
な
い
。

※

万
一
、
ガ
ス
漏
れ
や
燃
焼
器
具
に
異

常
が
あ
っ
た
場
合
は
器
具
の
使
用
を
中

止
し
、
取
引
の
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
（
一
社
）
新
潟
県
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
（
☎
025

－

267

－

３
１
７
１
）

雪
に
よ
る
L
P
ガ
ス
事
故
防
止

　
上
下
水
道
課
で

は
受
験
生
を
応
援

す
る
た
め
、
下
水

道
マ
ン
ホ
ー
ル
合

格
祈
願
お
守
り
を

作
り
ま
し
た
。
マ

ン
ホ
ー
ル
は
そ
の
「
ま
る
」
い
形
状
か

ら
ど
ん
な
角
度
に
な
っ
て
も
「
落
ち
な

い
」
、
表
面
に
凸
凹
が
あ
る
の
で
「
滑

ら
な
い
」
と
受
験
に
は
た
い
へ
ん
縁
起

が
良
く
、
全
国
的
に
合
格
祈
願
の
お
守

り
と
し
て
下
水
道
事
業
の
広
報
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
内
の
中
学
３
年
生
に
は
、
学

校
を
通
し
て
配
布
し
、
そ
の
後
約
300
個

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
課
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。
受
験
生
一
人
に
つ
き
一
個
配

布
し
、
家
族
の
代
理
受
取
も
で
き
ま

す
。※

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除

き
、
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

配
布
場
所
　
上
下
水
道
課
窓
口
（
市
役

所
２
階
）※

予
約
受
付
や
郵
送
は
行
い

ま
せ
ん
。

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

合
格
祈
願
お
守
り
配
布

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
業
務
係

（
☎
内
線
232
）

消防出初式
実施日　1月7日（日）
時間／場所　▼式典　午前10時～
10時40分／加茂市民体育館
▼車両パレード　11時10分～11
時40分／加茂駅前～穀町～本町
▼放水訓練　11時40分～正午／加
茂川河川敷※小型ポンプ、ポンプ
車による一斉放水
　放水訓練ではサイレンを吹鳴し
ます。付近住民の皆様には大変ご
迷惑をお掛けしますが、ご理解ご
協力のほどお願いします。また、
進行状況によって時間が前後する
場合があります。
問い合わせ　加茂地域消防本部　
警防課（☎52-1770）

住宅用火災警報器の交換目安
　住宅用火災警報器（住警器）はすべての
住宅に設置が義務付けられています。まだ
設置していないお宅は早目の設置をお願い
します。
　住警器は一般的には電池式で、その寿命
目安は約10年とされています。適切に機能
させるためには維持管理が重要です。以下
の場合は住警器の故障か電池切れのサイン
です。
▼点検ボタンを押しても、点検ひもをひっ
ぱっても反応がない
▼火災警報以外の警報が鳴る
　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認す
るか、メーカーにお問い合せください。なお、電池切れと判
明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体
内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくなる場合がある
ため、本体の交換を推奨しています。
問い合わせ　加茂地域消防署（☎52－1770）

【5～11歳 新型コロナワクチン接種日程】
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年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
と
各
施
設
休
館
日

市
役
所
の
年
末
年
始
の
休
み
は
次
の

と
お
り
で
す
。
12
月
28
日
（
木
）
が
仕

事
納
め
と
な
り
、
一
般
事
務
は
29
日

（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
29
日
（
金
）
は
市
役
所
市
民

課
と
税
務
課
で
各
種
証
明
書
発
行
や

印
鑑
登
録
事
務
な
ど
、
会
計
課
で
市

税
な
ど
の
納
付
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

12
月
30
日
（
土
）
は
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
ま
で
市
民
課
で
各
種
証
明
書
発

行
と
印
鑑
登
録
事
務
の
み
行
い
ま
す
。

　
新
年
の
市
役
所
仕
事
始
め
は
１
月
４

日
（
木
）
に
な
り
ま
す
。

■
ご
み
収
集
等

　
ご
み
の
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り
は
、

12
月
31
日
（
日
）
か
ら
１
月
３
日
（
水
）

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
も
休
み
ま
す
。
ご
み
の
直
接

年末年始　各施設の休館日一覧

28
木
29
金
30
土
31
日
１
月
２
火
３
水
４
木

休

          　　　        　　月　日
施設名など

12月 １月

休

休 休

休

休

休

休

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
急
な
届
け
出
は
「
管
理
室
」
へ

　
休
日
で
も
死
亡
届
な
ど
の
急
な
届
け

出
は
、管
理
室
（
市
役
所
通
用
口
わ
き
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

市役所、旅券（パスポート）、マイナ
ンバー事務業務、公民館・市民体育館、
勤労青少年ホーム、産業センター、乳
幼児あそびの広場、須田 憩いとあそび
の広場、病児保育園、勤労者体育セン
ター、下条体育センター、市立図書館、
民俗資料館、地域交流センター、各コ
ミセン、かも川荘、ゆきつばき荘、文
化会館、すぱーく加茂、温水プール
※図書館の12月28日と1月4日の開館時間は午
前9時～午後5時

※12月30日の窓口業務は午前8時30分～正午
市民課

※12月31日は午後3時までの営業

※１月１日の営業時間は午前11時～午後７時
（最終入館は午後６時30分）

BBC

加茂七谷温泉 美人の湯

※12月31日の営業時間は午後1時～5時30分、
1月2～4日は午前10時～午後5時30分

メリア3階

清掃センター

税務課、会計課

　
年
末
の
12
月
26
日（
火
）〜
30
日（
土
）

と
年
始
の
1
月
4
日（
木
）〜
13
日（
土
）

は
ゴ
ミ
の
持
込
み
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
車
の
渋
滞
が
発
生
す
る
た
め
、
持

込
み
を
さ
れ
る
方
は
で
き
る
だ
け
日
を

ず
ら
す
な
ど
し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
・
田
上
町
消
防

衛
生
保
育
組
合
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎

57

－

２
４
１
５
）

　
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
講
座

で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

日
　
時
　
１
月
16
日（
火
）、26
日（
金
）、

２
月
16
日
（
金
）
、
27
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

清
掃
セ
ン
タ
ー

ゴ
ミ
の
持
込
み

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

会
　
場
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘

講
　
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
川
本
朝

子
さ
ん

定
　
員

20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
水
分
補

給
で
き
る
物
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月
10
日

（
水
）ま
で
に（
公
社
）加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

１
７
７
２
）

へ
。

14（日）
8（月・祝）
7（日）
3（水）
2（火）

1/1（月・祝）
31（日）

12/24（日）

田上診療所
さくらクリニック
鷲塚内科医院
星野内科医院
須田医院
徳友医院
みながわ整形外科
中村医院

57－5015
52－9511
52－2054
41－4141
41－5025
53－0167
53－3877
52－0095

月　日 休日当番医 ☎

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
モハ１の汽笛が復活！（11/19）
　11月19日(日)午前９時30分から、冬鳥越スキー
ガーデンで「旧蒲原鉄道保存車両美化イベント」が
開催されました。
　当日は雨のため、当初予定していたモハ車体への
ペンキ塗りは中止し、ヘッドマーク作りと汽笛体験
を実施しました。汽笛の復活には修理業者の他、地
元の愛好家などからもご協力いただきました。
　午後からは一般の人も、復活したモハの汽笛を鳴
らすことができ、その音色の大きさや種類を楽しん
でいました。

加茂市と社会福祉協議会が「災害ボランティアセンター」の協定を締結(11/21)
　11月21日（火）に、加茂市は社会福祉協議会と「加茂市災害ボ
ランティアセンターの設置運営等に関する協定」を締結しました。
　この協定は、市内で地震、風水害その他の災害が発生した場合に
おいて、市からの要請に基づき加茂市社会福祉協議会が災害ボラン
ティアセンターを設置運営し、円滑な災害ボランティア活動を行う
ことにより、被災者の速やかな生活再建を図ることを目的としてい
ます。

令和5年度　道路除雪感謝状贈呈式（11/29）
　長年にわたり市道の道路除雪に従事された方へ感謝状の贈呈式が
11月29日（水）に行われました。贈呈を受けたのは以下の方々です。
唐沢健二さん（(株 )渡辺建材）　　山口健二さん（(株 )山本建材）
伊原多樹夫さん（小柳建設 (株 )）

ヘッドマークとして
は珍しい長方形

展示の３台とも汽笛が再現されました

【有料広告】 【有料広告】
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マ
ン
ホ
ー
ル
合
格
祈
願
お
守
り
配
布
　
ほ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

接
種
を
希
望
の
方
は
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
5
〜
11
歳
対
象

　
５
〜
11
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
（
１
〜
３
月
）
を
下
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

※

２
月
20
日
（
火
）
は
12
歳
以
上
の
日

程
で
し
た
が
、
５
〜
11
歳
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

予
約
方
法
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
０
０
１
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
日
祝
除
く
）
へ
。
医
療
機
関
で

は
予
約
不
可
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
　
小
児
用
オ
ミ
ク
ロ

ン
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
１
・
５
の
１
価
ワ
ク
チ
ン

（
初
回
・
追
加
）

■
集
団
接
種

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
集
団

接
種
は
12
月
で
終
了
予
定
で
す
。
集
団

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、
地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
た
め

に
、
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会

員
）
と
援
助
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
を
し
て
、
有

償
で
相
互
に
援
助
活
動
を
行
う
活
動
の

名
称
で
す
。

市
で
は
、
令
和
６
年
１
月
に
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
２
月
か
ら
活
動
を

加
茂
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

提
供
会
員
の
養
成
講
座

加
茂
市
子
育
て

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
　

協
賛
店
募
集

開
始
し
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

援
助
し
た
い
方
は
、
養
成
講
座
の
４
回

の
受
講
修
了
が
必
要
で
す
（
参
加
費
無

料
）
。
日
時
と
内
容
は
上
表
の
と
お
り

で
す
。

会
　
場
　
市
役
所
402
会
議
室
（
２
回
目

以
降
、
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
）

対
象
者
　
子
育
て
を
手
助
け
す
る
意
欲

が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
20
歳
以

上
の
市
民
。

定
　
員

20
名
程
度

そ
の
他
　
子
育
て
の
手
助
け
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
の
受
講
も
可
能
で

す
。
子
育
て
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る

た
め
、
関
心
の
あ
る
講
座
の
み
申
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
講
座
の
受
講
に
あ

た
っ
て
託
児
が
必
要
な
場
合
は
、
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
先
着

子
ど
も
６
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
152
）
へ
。

予
約
開
始
日

12
月
20
日
（
水
）

※

注
意
事
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、接
種

券
同
封
の
案
内
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）

　
加
茂
市
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
子
育
て
家
庭
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
行
し
、
協
賛
店
舗
に
よ
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て

を
応
援
す
る
取
組
み
で
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
利
用
者
は
、
市
内
の
協
賛
店
に
子
育

て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
各
店
・
企
業
が
設
定
し
た
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
多
く
の
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も

未
来
課
（
☎
内
線
151
）

ホームページ ホームページ

日　時 内　容

1/22（月）9：00~12：00

1/31（水）10：00~15：00

2/ ７（水）9：00~12：00

2/14（水）9：00~12：00

保育の心、心の発達とその問題

心身の発達と病気、小児看護、
子どもの事故、心肺蘇生法
保育と環境、子どもの世話、
栄養と食生活
子育て支援サービスを提供する
ために

集合日時 医療機関
1/16（火）
14：15
2/20（火）
17：00
3/13（水）
正午

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

監物小児科医院

　
雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
や
メ
ー
タ
ー
周
辺
、

屋
外
設
置
の
給
湯
器
な
ど
は
、
雪
に
埋

も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
除
雪
す
る
。

▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
周
囲
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
も
注
意
。

▼
排
気
筒
や
吸
気
口
が
雪
で
塞
が
れ
て

い
な
い
か
、
排
気
筒
に
破
損
は
な
い
か

点
検
。
換
気
も
忘
れ
な
い
。

※

万
一
、
ガ
ス
漏
れ
や
燃
焼
器
具
に
異

常
が
あ
っ
た
場
合
は
器
具
の
使
用
を
中

止
し
、
取
引
の
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
（
一
社
）
新
潟
県
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
（
☎
025

－

267

－

３
１
７
１
）

雪
に
よ
る
L
P
ガ
ス
事
故
防
止

　
上
下
水
道
課
で

は
受
験
生
を
応
援

す
る
た
め
、
下
水

道
マ
ン
ホ
ー
ル
合

格
祈
願
お
守
り
を

作
り
ま
し
た
。
マ

ン
ホ
ー
ル
は
そ
の
「
ま
る
」
い
形
状
か

ら
ど
ん
な
角
度
に
な
っ
て
も
「
落
ち
な

い
」
、
表
面
に
凸
凹
が
あ
る
の
で
「
滑

ら
な
い
」
と
受
験
に
は
た
い
へ
ん
縁
起

が
良
く
、
全
国
的
に
合
格
祈
願
の
お
守

り
と
し
て
下
水
道
事
業
の
広
報
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
内
の
中
学
３
年
生
に
は
、
学

校
を
通
し
て
配
布
し
、
そ
の
後
約
300
個

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
課
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。
受
験
生
一
人
に
つ
き
一
個
配

布
し
、
家
族
の
代
理
受
取
も
で
き
ま

す
。※

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除

き
、
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

配
布
場
所
　
上
下
水
道
課
窓
口
（
市
役

所
２
階
）※

予
約
受
付
や
郵
送
は
行
い

ま
せ
ん
。

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

合
格
祈
願
お
守
り
配
布

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
業
務
係

（
☎
内
線
232
）

消防出初式
実施日　1月7日（日）
時間／場所　▼式典　午前10時～
10時40分／加茂市民体育館
▼車両パレード　11時10分～11
時40分／加茂駅前～穀町～本町
▼放水訓練　11時40分～正午／加
茂川河川敷※小型ポンプ、ポンプ
車による一斉放水
　放水訓練ではサイレンを吹鳴し
ます。付近住民の皆様には大変ご
迷惑をお掛けしますが、ご理解ご
協力のほどお願いします。また、
進行状況によって時間が前後する
場合があります。
問い合わせ　加茂地域消防本部　
警防課（☎52-1770）

住宅用火災警報器の交換目安
　住宅用火災警報器（住警器）はすべての
住宅に設置が義務付けられています。まだ
設置していないお宅は早目の設置をお願い
します。
　住警器は一般的には電池式で、その寿命
目安は約10年とされています。適切に機能
させるためには維持管理が重要です。以下
の場合は住警器の故障か電池切れのサイン
です。
▼点検ボタンを押しても、点検ひもをひっ
ぱっても反応がない
▼火災警報以外の警報が鳴る
　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認す
るか、メーカーにお問い合せください。なお、電池切れと判
明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体
内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくなる場合がある
ため、本体の交換を推奨しています。
問い合わせ　加茂地域消防署（☎52－1770）

【5～11歳 新型コロナワクチン接種日程】
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雪
へ
の
対
策
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
道
路
交
通

確
保
の
た
め
第
１

種
、
第
２
種
、
そ
の

他
に
区
分
し
、
順
次

除
雪
を
行
う
体
制
を

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪

を
行
う
た
め
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
、
先
般

各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
５
年
度
除

雪
計
画
路
線
図
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）」
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

雪
へ
の
対
策

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

１
・
２
月
の

臨
時
交
通
規
制

終
日
駐
車
禁
止

ホームページ

期
　
間
　
１
月
１
日
（
月
・
祝
）
〜

２
月
29
日
（
木
）

路
線
名
／
区
間

❶
市
道
加
茂
川
右

岸
線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校

側
）
大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂

川
左
岸
線
）
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂

山
側
）
西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道
路
交
通
の

　
確
保
に

　
ご
協
力
を

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休

止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と
午
後

４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　雪下ろしや除雪は次の点に注意し安全に
作業をしてください。
❶雪下ろしでは転落や作業中の疲労などに
よる事故に注意する。
❷屋根雪落下による事故に気をつける。
軒下での作業は特に注意し、屋根には雪崩
止めを付ける。
❸家の周囲での雪壁崩落や、雪消池への転落などに十分注意する。
❹家庭用小型除雪機械は、取扱説明書をよく読み、事故や、け
がなどに気をつける。
❺雪下ろしなどで家屋の周辺に雪壁ができ、火災のときに避難
ができないことのないよう、常に非常口を確保しておく。
❻プロパンガスは屋外ボンベの安全管理を徹底し、除雪の際に
はガス管の接続部を損傷しないよう、十分注意する。
❼灯油の使用が大幅に増えるため、灯油用ホームタンクの管理
と石油器具の取り扱いに注意する。

除雪作業は安全第一で

冬
鳥
越
ス
キ
ー
教
室
・
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

２
つ
の
ス
キ
ー
教
室

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

農業の未来を考える座談会

　
冬
鳥
越
の
ゲ
レ

ン
デ
で
加
茂
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
指
導

員
が
安
全
で
楽
し

く
ス
キ
ー
を
教
え

ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は

各
自
で
ス
キ
ー
用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
な
ど
を
用
意
し
、
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
ホ
リ
デ
ー
ス
キ
ー
教
室

　
未
就
学
児
童
と
保
護
者
や
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
す
。

日
　
時
　
１
月
13
日
（
土
）
、
20
日

（
土
）
、
27
日
（
土
）
、
２
月
12
日

（
月
・
振
休
）
、
17
日
（
土
）
、
23
日

（
金
・
祝
）
、
３
月
２
日
（
土
）
　
午

後
２
時
〜
４
時

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越
ス
キ
ー

ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ル
ー
セ
ン
タ
ー
前
で

受
付
。
事
前
申
し
込
み
も
可
。

参
加
費
　
１
回
100
円
（
保
険
料
）

※
講
習
時
の
リ
フ
ト
料
金
は
無
料

■
第
５
回
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
50
歳

以
上
が
対
象
）

日
　
時

２
月
23
日
（
金
・
祝
）
、
３

月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越
ス
キ
ー

ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
前
で

受
付

定
　
員

10
名

参
加
費
　
１
回
100
円
（
保
険
料
）
　

※
リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入

そ
の
他
　
講
習
中
に
け
が
を
し
た
場
合

は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
主
催
者

側
で
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　

山
﨑
さ
ん
（
☎
090

－

４
５
９
０

－

７
３

１
１
）

　
放
送
大
学
は
B
S
放
送
や
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
請
求

で
き
ま
す
。

出
願
期
限
　
第
１
回
は
２
月
29
日

（
木
）
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
12
日

（
火
）
ま
で

大
学
説
明
会
　
１
月
７
日
（
日
）
、
２

月
17
日
（
土
）
、
３
月
３
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜

会
　
場
　
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
大
学
説
明
会
の
事
前
予
約

は
不
要
。
随
時
個
別
相
談
可
。

問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
新
潟
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

228

－

２
６
５
１
）

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10年後に誰がどのように農地を使って農業を進めていくのか、七
谷・須田・加茂・下条の各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える座談会です。今回は加茂・須田地区のご案内です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。複数の地区で耕作している場合は、複数の座談会に
ご出席ください。

地区
加茂

須田

1/18（木）19：00～20：30

1/25（木）19：00～20：40

問い合わせ　農林課農政係（☎内線412)

期　日 会　場 内　容

産業センター
ホール

地域計画策定に係る協議（第1回）
・特別講演「多様化する農業人材の活用方法」（一社）禄陽
　代表理事　日高嘉信さん
・地域計画策定に係る協議（第2回）

温
水
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
6
時

注
意
事
項
　
▼
オ
ム
ツ
の
取
れ
て
い

な
い
お
子
さ
ん
は
入
場
不
可
。
▼
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
。
▼
プ
ー
ル

入
場
者
は
水
泳
帽
を
着
用
。
▼
ゴ
ー

グ
ル
、
水
泳
帽
の
貸
出
し
不
可
。
▼

プ
ー
ル
室
へ
の
飲
食
物
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
（
ピ
ア
ス
、
ネ
ッ
レ
ス
ク
等
）
、

浮
き
輪
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
等
の
持
込
み

不
可
。

問
い
合
わ
せ
　
温
水
プ
ー
ル
（
☎
53

－

５
１
０
１
）

このページに関する問い合わせ　建設課維持係（☎内線 211）

広報かも　No.810　5．12．15　　 1413　　 広報かも　No.810　5．12．15

マ
ン
ホ
ー
ル
合
格
祈
願
お
守
り
配
布
　
ほ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

接
種
を
希
望
の
方
は
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
5
〜
11
歳
対
象

　
５
〜
11
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
（
１
〜
３
月
）
を
下
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

※

２
月
20
日
（
火
）
は
12
歳
以
上
の
日

程
で
し
た
が
、
５
〜
11
歳
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

予
約
方
法
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
０
０
１
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
日
祝
除
く
）
へ
。
医
療
機
関
で

は
予
約
不
可
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
　
小
児
用
オ
ミ
ク
ロ

ン
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
１
・
５
の
１
価
ワ
ク
チ
ン

（
初
回
・
追
加
）

■
集
団
接
種

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
集
団

接
種
は
12
月
で
終
了
予
定
で
す
。
集
団

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、
地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
た
め

に
、
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会

員
）
と
援
助
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
を
し
て
、
有

償
で
相
互
に
援
助
活
動
を
行
う
活
動
の

名
称
で
す
。

市
で
は
、
令
和
６
年
１
月
に
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
２
月
か
ら
活
動
を

加
茂
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

提
供
会
員
の
養
成
講
座

加
茂
市
子
育
て

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
　

協
賛
店
募
集

開
始
し
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

援
助
し
た
い
方
は
、
養
成
講
座
の
４
回

の
受
講
修
了
が
必
要
で
す
（
参
加
費
無

料
）
。
日
時
と
内
容
は
上
表
の
と
お
り

で
す
。

会
　
場
　
市
役
所
402
会
議
室
（
２
回
目

以
降
、
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
）

対
象
者
　
子
育
て
を
手
助
け
す
る
意
欲

が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
20
歳
以

上
の
市
民
。

定
　
員

20
名
程
度

そ
の
他
　
子
育
て
の
手
助
け
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
の
受
講
も
可
能
で

す
。
子
育
て
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る

た
め
、
関
心
の
あ
る
講
座
の
み
申
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
講
座
の
受
講
に
あ

た
っ
て
託
児
が
必
要
な
場
合
は
、
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
先
着

子
ど
も
６
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
152
）
へ
。

予
約
開
始
日

12
月
20
日
（
水
）

※

注
意
事
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、接
種

券
同
封
の
案
内
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）

　
加
茂
市
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
子
育
て
家
庭
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
行
し
、
協
賛
店
舗
に
よ
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て

を
応
援
す
る
取
組
み
で
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
利
用
者
は
、
市
内
の
協
賛
店
に
子
育

て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
各
店
・
企
業
が
設
定
し
た
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
多
く
の
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も

未
来
課
（
☎
内
線
151
）

ホームページ ホームページ

日　時 内　容

1/22（月）9：00~12：00

1/31（水）10：00~15：00

2/ ７（水）9：00~12：00

2/14（水）9：00~12：00

保育の心、心の発達とその問題

心身の発達と病気、小児看護、
子どもの事故、心肺蘇生法
保育と環境、子どもの世話、
栄養と食生活
子育て支援サービスを提供する
ために

集合日時 医療機関
1/16（火）
14：15
2/20（火）
17：00
3/13（水）
正午

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞー ｸﾘﾆｯｸ

監物小児科医院

　
雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
や
メ
ー
タ
ー
周
辺
、

屋
外
設
置
の
給
湯
器
な
ど
は
、
雪
に
埋

も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
除
雪
す
る
。

▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
周
囲
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
も
注
意
。

▼
排
気
筒
や
吸
気
口
が
雪
で
塞
が
れ
て

い
な
い
か
、
排
気
筒
に
破
損
は
な
い
か

点
検
。
換
気
も
忘
れ
な
い
。

※

万
一
、
ガ
ス
漏
れ
や
燃
焼
器
具
に
異

常
が
あ
っ
た
場
合
は
器
具
の
使
用
を
中

止
し
、
取
引
の
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
（
一
社
）
新
潟
県
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
（
☎
025

－

267

－

３
１
７
１
）

雪
に
よ
る
L
P
ガ
ス
事
故
防
止

　
上
下
水
道
課
で

は
受
験
生
を
応
援

す
る
た
め
、
下
水

道
マ
ン
ホ
ー
ル
合

格
祈
願
お
守
り
を

作
り
ま
し
た
。
マ

ン
ホ
ー
ル
は
そ
の
「
ま
る
」
い
形
状
か

ら
ど
ん
な
角
度
に
な
っ
て
も
「
落
ち
な

い
」
、
表
面
に
凸
凹
が
あ
る
の
で
「
滑

ら
な
い
」
と
受
験
に
は
た
い
へ
ん
縁
起

が
良
く
、
全
国
的
に
合
格
祈
願
の
お
守

り
と
し
て
下
水
道
事
業
の
広
報
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
茂
市
内
の
中
学
３
年
生
に
は
、
学

校
を
通
し
て
配
布
し
、
そ
の
後
約
300
個

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
課
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。
受
験
生
一
人
に
つ
き
一
個
配

布
し
、
家
族
の
代
理
受
取
も
で
き
ま

す
。※

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除

き
、
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

配
布
場
所
　
上
下
水
道
課
窓
口
（
市
役

所
２
階
）※

予
約
受
付
や
郵
送
は
行
い

ま
せ
ん
。

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

合
格
祈
願
お
守
り
配
布

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
業
務
係

（
☎
内
線
232
）

消防出初式
実施日　1月7日（日）
時間／場所　▼式典　午前10時～
10時40分／加茂市民体育館
▼車両パレード　11時10分～11
時40分／加茂駅前～穀町～本町
▼放水訓練　11時40分～正午／加
茂川河川敷※小型ポンプ、ポンプ
車による一斉放水
　放水訓練ではサイレンを吹鳴し
ます。付近住民の皆様には大変ご
迷惑をお掛けしますが、ご理解ご
協力のほどお願いします。また、
進行状況によって時間が前後する
場合があります。
問い合わせ　加茂地域消防本部　
警防課（☎52-1770）

住宅用火災警報器の交換目安
　住宅用火災警報器（住警器）はすべての
住宅に設置が義務付けられています。まだ
設置していないお宅は早目の設置をお願い
します。
　住警器は一般的には電池式で、その寿命
目安は約10年とされています。適切に機能
させるためには維持管理が重要です。以下
の場合は住警器の故障か電池切れのサイン
です。
▼点検ボタンを押しても、点検ひもをひっ
ぱっても反応がない
▼火災警報以外の警報が鳴る
　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認す
るか、メーカーにお問い合せください。なお、電池切れと判
明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体
内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくなる場合がある
ため、本体の交換を推奨しています。
問い合わせ　加茂地域消防署（☎52－1770）

【5～11歳 新型コロナワクチン接種日程】
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雪
へ
の
対
策
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
道
路
交
通

確
保
の
た
め
第
１

種
、
第
２
種
、
そ
の

他
に
区
分
し
、
順
次

除
雪
を
行
う
体
制
を

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪

を
行
う
た
め
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
、
先
般

各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
５
年
度
除

雪
計
画
路
線
図
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）」
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

雪
へ
の
対
策

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

１
・
２
月
の

臨
時
交
通
規
制

終
日
駐
車
禁
止

ホームページ

期
　
間
　
１
月
１
日
（
月
・
祝
）
〜

２
月
29
日
（
木
）

路
線
名
／
区
間

❶
市
道
加
茂
川
右

岸
線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校

側
）
大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂

川
左
岸
線
）
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂

山
側
）
西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道
路
交
通
の

　
確
保
に

　
ご
協
力
を

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休

止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と
午
後

４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　雪下ろしや除雪は次の点に注意し安全に
作業をしてください。
❶雪下ろしでは転落や作業中の疲労などに
よる事故に注意する。
❷屋根雪落下による事故に気をつける。
軒下での作業は特に注意し、屋根には雪崩
止めを付ける。
❸家の周囲での雪壁崩落や、雪消池への転落などに十分注意する。
❹家庭用小型除雪機械は、取扱説明書をよく読み、事故や、け
がなどに気をつける。
❺雪下ろしなどで家屋の周辺に雪壁ができ、火災のときに避難
ができないことのないよう、常に非常口を確保しておく。
❻プロパンガスは屋外ボンベの安全管理を徹底し、除雪の際に
はガス管の接続部を損傷しないよう、十分注意する。
❼灯油の使用が大幅に増えるため、灯油用ホームタンクの管理
と石油器具の取り扱いに注意する。

除雪作業は安全第一で

冬
鳥
越
ス
キ
ー
教
室
・
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

２
つ
の
ス
キ
ー
教
室

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

農業の未来を考える座談会

　
冬
鳥
越
の
ゲ
レ

ン
デ
で
加
茂
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
指
導

員
が
安
全
で
楽
し

く
ス
キ
ー
を
教
え

ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は

各
自
で
ス
キ
ー
用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
な
ど
を
用
意
し
、
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
ホ
リ
デ
ー
ス
キ
ー
教
室

　
未
就
学
児
童
と
保
護
者
や
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
す
。

日
　
時
　
１
月
13
日
（
土
）
、
20
日

（
土
）
、
27
日
（
土
）
、
２
月
12
日

（
月
・
振
休
）
、
17
日
（
土
）
、
23
日

（
金
・
祝
）
、
３
月
２
日
（
土
）
　
午

後
２
時
〜
４
時

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越
ス
キ
ー

ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ル
ー
セ
ン
タ
ー
前
で

受
付
。
事
前
申
し
込
み
も
可
。

参
加
費
　
１
回
100
円
（
保
険
料
）

※
講
習
時
の
リ
フ
ト
料
金
は
無
料

■
第
５
回
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
50
歳

以
上
が
対
象
）

日
　
時

２
月
23
日
（
金
・
祝
）
、
３

月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越
ス
キ
ー

ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
前
で

受
付

定
　
員

10
名

参
加
費
　
１
回
100
円
（
保
険
料
）
　

※
リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入

そ
の
他
　
講
習
中
に
け
が
を
し
た
場
合

は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
主
催
者

側
で
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　

山
﨑
さ
ん
（
☎
090

－
４
５
９
０

－

７
３

１
１
）

　
放
送
大
学
は
B
S
放
送
や
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
請
求

で
き
ま
す
。

出
願
期
限
　
第
１
回
は
２
月
29
日

（
木
）
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
12
日

（
火
）
ま
で

大
学
説
明
会
　
１
月
７
日
（
日
）
、
２

月
17
日
（
土
）
、
３
月
３
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜

会
　
場
　
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
大
学
説
明
会
の
事
前
予
約

は
不
要
。
随
時
個
別
相
談
可
。

問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
新
潟
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

228

－

２
６
５
１
）

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10年後に誰がどのように農地を使って農業を進めていくのか、七
谷・須田・加茂・下条の各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える座談会です。今回は加茂・須田地区のご案内です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。複数の地区で耕作している場合は、複数の座談会に
ご出席ください。

地区
加茂

須田

1/18（木）19：00～20：30

1/25（木）19：00～20：40

問い合わせ　農林課農政係（☎内線412)

期　日 会　場 内　容

産業センター
ホール

地域計画策定に係る協議（第1回）
・特別講演「多様化する農業人材の活用方法」（一社）禄陽
　代表理事　日高嘉信さん
・地域計画策定に係る協議（第2回）

温
水
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
6
時

注
意
事
項
　
▼
オ
ム
ツ
の
取
れ
て
い

な
い
お
子
さ
ん
は
入
場
不
可
。
▼
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
。
▼
プ
ー
ル

入
場
者
は
水
泳
帽
を
着
用
。
▼
ゴ
ー

グ
ル
、
水
泳
帽
の
貸
出
し
不
可
。
▼

プ
ー
ル
室
へ
の
飲
食
物
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
（
ピ
ア
ス
、
ネ
ッ
レ
ス
ク
等
）
、

浮
き
輪
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
等
の
持
込
み

不
可
。

問
い
合
わ
せ
　
温
水
プ
ー
ル
（
☎
53

－

５
１
０
１
）

このページに関する問い合わせ　建設課維持係（☎内線 211）
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
八
月
の
広
報
に
続
い
て
巡
見
使
加
茂

町
通
行
を
見
る
。天
保
九
年（
一
八
三
八
）

は
、
幕
府
巡
見
使
が
加
茂
町
を
は
じ
め

下
条
村
な
ど
を
通
っ
た
年
で
あ
る
。

　
加
茂
町
の
隣
村
、
上
条
村
の
商
人
関

金
六
家
の
「
年
代
記
」
に
は
天
保
九
年
、

「
国
々
御
巡
見
、
一
分
銀
通
用
始
、
津
軽
・

南
部
凶
作
」
と
あ
っ
て
、
巡
見
使
の
こ

と
や
東
北
地
方
の
凶
作
、
一
分
銀
が
通

用
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
天
保
九
年
は
短
い
時
期
に
大
名
を
観

察
す
る
御
国
巡
見
使
と
天
領
・
旗
本
知

行
所
を
観
察
す
る
御
料
巡
見
使
が
加
茂

町
に
通
行
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
史

料
が
残
る
御
料
巡
見
使
の
加
茂
町
通
行

の
実
例
を
見
て
み
た
い
。

　
三
人
の
御
料
巡
見
使
は
加
茂
町
に
宿

泊
し
た
。
一
番
上
格

の
御
勘
定
広
木
義
太

郎
は
庄
屋
の
市
川
正

平
治
宅
に
、
二
番
の

支
配
勘
定
三
宅
弥
作

は
神
主
の
古
川
右
近

宅
に
、
三
番
の
御
小

人
目
付
は
百
姓
代
の

丸
川
屋
（
小
林
）
松

之
丞
宅
に
宿
泊
と
し

た
。

　
こ
こ
で
は
古
川
右
近

宅
の
様
子
を
み
た
い
。
巡
見
使
三
宅
弥

作
は
、
天
保
九
年
の
五
月
十
八
日
七
ツ

半
時
（
午
後
五
時
頃
）
に
古
川
右
近
宅

に
到
着
し
た
。
す
で
に
荷
物
が
届
い
て

お
り
長
持
ち
と
角
荷
な
ど
が
あ
っ
た
。

上
段
の
間
に
は
、
上
敷
が
用
意
さ
れ
た
。

次
の
間
に
は
用
人
（
側
近
）
二
十
三
人

が
待
機
し
た
。

　
翌
朝
、
朝
食
を
取
っ
た
後
、
巡
見
使

は
古
川
邸
の
三
宅
弥
作
、
市
川
邸
の
広

木
義
太
郎
、
丸
川
屋
の
石
川
九
十
郎
は

三
人
共
ど
も
石
段
最
上
段
の
加
茂
大
明

神
に
参
詣
し
た
。
神
主
が
案
内
し
て
御

神
酒
を
直
に
下
し
た
と
あ
る
。
三
人
は

次
に
石
段
下
の
右
手
の
糺
（
加
茂
御
祖

神
社
）
神
社
、
次
い
で
石
段
下
左
手
の

青
海
神
社
と
三
社
を
参
詣
し
た
。
な
お
、

古
川
右
近
宅
に
は
御
国
巡
見
使
の
筧
新

太
郎
も
宿
泊
し
て
い
る
。

　
加
茂
町
で
は
巡
見
使
の
加
茂
町
来
町

に
際
し
、
当
時
の
各
種
相
場
を
書
き
上

げ
て
、
問
屋
松
之
丞
、
年
寄
次
郎
作
な

ど
が
連
名
し
て
差
し
出
し
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
上
白
米
一
升
八
六
文
、
大
豆

一
升
六
八
文
、
大
麦
一
升
六
八
文
、
糠

一
升
七
文
、
酒
一
合
一
五
文
、
草
履
一

足
七
文
、
草
鞋
一
足
六
文
、
金
一
両
は

銭
六
貫
七
六
〇
文
の
相
場
で
あ
っ
た
。

当
時
の
加
茂
町
は
、
村
高
一
四
二
六
石

余
、
人
口
二
九
六
八
人
、
家
数
六
六
二

軒
で
、
旅
籠
は
一
七
年
前
の
文
政
三
年

（
一
八
二
一
）
で
一
八
軒
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
関
　正
平
）

一
般
寄
附
金
（
交
通
安
全
用
寄
附
金
）

▼
公
益
社
団
法
人
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協

　
会
三
南
支
部
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

観
光
費
寄
附
金

▼
新
潟
県
立
加
茂
高
等
学
校
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
434
円

社
会
福
祉
費
寄
附
金

▼
北
陸
ガ
ス
株
式
会
社
長
岡
支
社
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

加
茂
市
へ

▼
七
谷
民
謡
研
究
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

太
鼓
10
台

　
　  

　
長
胴
太
鼓
（
足
付
）
１
尺
３
寸
　
６
台

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
１
尺
５
寸
　
３
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

締
太
鼓
（
足
付
）
１
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
バ
チ
10
組

幕
府
巡
見
使
と
加
茂
町

5月18日加茂町に入った御料巡見使古川右近宅に泊った筧新太郎などの
御国巡見使

ご
り
ょ
う

き
ん
ろ
く

消
費
生
活
情
報

じ
ゅ
ん
け
ん
し

広報かも

せ
き

お
く
に

た
だ
す

み
お
や

と
い
や

わ
ら
じ

は
た
ご

と
し
よ
り

ぬ
か
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雪
へ
の
対
策
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
道
路
交
通

確
保
の
た
め
第
１

種
、
第
２
種
、
そ
の

他
に
区
分
し
、
順
次

除
雪
を
行
う
体
制
を

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪

を
行
う
た
め
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
、
先
般

各
世
帯
に
配
付
し
た
「
令
和
５
年
度
除

雪
計
画
路
線
図
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）」
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

雪
へ
の
対
策

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

１
・
２
月
の

臨
時
交
通
規
制

終
日
駐
車
禁
止

ホームページ

期
　
間
　
１
月
１
日
（
月
・
祝
）
〜

２
月
29
日
（
木
）

路
線
名
／
区
間

❶
市
道
加
茂
川
右

岸
線
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂
小
学
校

側
）
大
橋
右
岸
〜
下
川
原
橋
右
岸

❷
市
道
若
宮
町
駅
前
線
ほ
か
（
加
茂

川
左
岸
線
）
／
加
茂
川
沿
い
（
加
茂

山
側
）
西
宮
橋
左
岸
〜
昭
和
橋
左
岸

道
路
交
通
の

　
確
保
に

　
ご
協
力
を

■
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
狭
く
な
っ
た
雪
道
に
車
を
放
置
す
る

と
通
行
を
妨
げ
、
除
雪
作
業
の
障
害
と

な
り
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

　
除
雪
が
済
ん
だ
道
路
へ
雪
を
捨
て
る

の
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

■
除
雪
車
両
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、
早
朝

に
作
業
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
戸
の
出
入
り
口
は
自
分
で

　
除
雪
作
業
で
家
の
出
入
り
口
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
を
し
な
が
ら
直
し
て
い
る
と
作

業
が
進
み
ま
せ
ん
。
各
戸
で
手
直
し
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
の
運
転
停
止
時
間

　
２
時
間
の
運
転
休
止
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
休
止
後
、
多
少
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
の
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休

止
時
間
帯
は
午
後
２
時
〜
３
時
と
午
後

４
時
〜
５
時
で
す
。

■
消
雪
パ
イ
プ
を
操
作
し
な
い
で

　
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
出
る
水
の
調
整

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
市

が
委
託
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
前
だ
け
水
の
出
が
よ
く
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
、
他
の
場
所

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　雪下ろしや除雪は次の点に注意し安全に
作業をしてください。
❶雪下ろしでは転落や作業中の疲労などに
よる事故に注意する。
❷屋根雪落下による事故に気をつける。
軒下での作業は特に注意し、屋根には雪崩
止めを付ける。
❸家の周囲での雪壁崩落や、雪消池への転落などに十分注意する。
❹家庭用小型除雪機械は、取扱説明書をよく読み、事故や、け
がなどに気をつける。
❺雪下ろしなどで家屋の周辺に雪壁ができ、火災のときに避難
ができないことのないよう、常に非常口を確保しておく。
❻プロパンガスは屋外ボンベの安全管理を徹底し、除雪の際に
はガス管の接続部を損傷しないよう、十分注意する。
❼灯油の使用が大幅に増えるため、灯油用ホームタンクの管理
と石油器具の取り扱いに注意する。

除雪作業は安全第一で

冬
鳥
越
ス
キ
ー
教
室
・
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

２
つ
の
ス
キ
ー
教
室

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

農業の未来を考える座談会

　
冬
鳥
越
の
ゲ
レ

ン
デ
で
加
茂
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
指
導

員
が
安
全
で
楽
し

く
ス
キ
ー
を
教
え

ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は

各
自
で
ス
キ
ー
用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
な
ど
を
用
意
し
、
冬
鳥
越

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
ホ
リ
デ
ー
ス
キ
ー
教
室

　
未
就
学
児
童
と
保
護
者
や
小
・
中
・

高
校
生
が
対
象
で
す
。

日
　
時
　
１
月
13
日
（
土
）
、
20
日

（
土
）
、
27
日
（
土
）
、
２
月
12
日

（
月
・
振
休
）
、
17
日
（
土
）
、
23
日

（
金
・
祝
）
、
３
月
２
日
（
土
）
　
午

後
２
時
〜
４
時

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越
ス
キ
ー

ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ル
ー
セ
ン
タ
ー
前
で

受
付
。
事
前
申
し
込
み
も
可
。

参
加
費
　
１
回
100
円
（
保
険
料
）

※
講
習
時
の
リ
フ
ト
料
金
は
無
料

■
第
５
回
シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
50
歳

以
上
が
対
象
）

日
　
時

２
月
23
日
（
金
・
祝
）
、
３

月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
冬
鳥
越
ス
キ
ー

ガ
ー
デ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
前
で

受
付

定
　
員

10
名

参
加
費
　
１
回
100
円
（
保
険
料
）
　

※
リ
フ
ト
券
は
各
自
で
購
入

そ
の
他
　
講
習
中
に
け
が
を
し
た
場
合

は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
主
催
者

側
で
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

加
茂
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　

山
﨑
さ
ん
（
☎
090

－

４
５
９
０

－

７
３

１
１
）

　
放
送
大
学
は
B
S
放
送
や
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
請
求

で
き
ま
す
。

出
願
期
限
　
第
１
回
は
２
月
29
日

（
木
）
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
12
日

（
火
）
ま
で

大
学
説
明
会
　
１
月
７
日
（
日
）
、
２

月
17
日
（
土
）
、
３
月
３
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜

会
　
場
　
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
大
学
説
明
会
の
事
前
予
約

は
不
要
。
随
時
個
別
相
談
可
。

問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
新
潟
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

228

－

２
６
５
１
）

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10年後に誰がどのように農地を使って農業を進めていくのか、七
谷・須田・加茂・下条の各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える座談会です。今回は加茂・須田地区のご案内です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。複数の地区で耕作している場合は、複数の座談会に
ご出席ください。

地区
加茂

須田

1/18（木）19：00～20：30

1/25（木）19：00～20：40

問い合わせ　農林課農政係（☎内線412)

期　日 会　場 内　容

産業センター
ホール

地域計画策定に係る協議（第1回）
・特別講演「多様化する農業人材の活用方法」（一社）禄陽
　代表理事　日高嘉信さん
・地域計画策定に係る協議（第2回）

温
水
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
6
時

注
意
事
項
　
▼
オ
ム
ツ
の
取
れ
て
い

な
い
お
子
さ
ん
は
入
場
不
可
。
▼
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
。
▼
プ
ー
ル

入
場
者
は
水
泳
帽
を
着
用
。
▼
ゴ
ー

グ
ル
、
水
泳
帽
の
貸
出
し
不
可
。
▼

プ
ー
ル
室
へ
の
飲
食
物
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
（
ピ
ア
ス
、
ネ
ッ
レ
ス
ク
等
）
、

浮
き
輪
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
等
の
持
込
み

不
可
。

問
い
合
わ
せ
　
温
水
プ
ー
ル
（
☎
53

－

５
１
０
１
）

このページに関する問い合わせ　建設課維持係（☎内線 211）
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
八
月
の
広
報
に
続
い
て
巡
見
使
加
茂

町
通
行
を
見
る
。天
保
九
年（
一
八
三
八
）

は
、
幕
府
巡
見
使
が
加
茂
町
を
は
じ
め

下
条
村
な
ど
を
通
っ
た
年
で
あ
る
。

　
加
茂
町
の
隣
村
、
上
条
村
の
商
人
関

金
六
家
の
「
年
代
記
」
に
は
天
保
九
年
、

「
国
々
御
巡
見
、
一
分
銀
通
用
始
、
津
軽
・

南
部
凶
作
」
と
あ
っ
て
、
巡
見
使
の
こ

と
や
東
北
地
方
の
凶
作
、
一
分
銀
が
通

用
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
天
保
九
年
は
短
い
時
期
に
大
名
を
観

察
す
る
御
国
巡
見
使
と
天
領
・
旗
本
知

行
所
を
観
察
す
る
御
料
巡
見
使
が
加
茂

町
に
通
行
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
史

料
が
残
る
御
料
巡
見
使
の
加
茂
町
通
行

の
実
例
を
見
て
み
た
い
。

　
三
人
の
御
料
巡
見
使
は
加
茂
町
に
宿

泊
し
た
。
一
番
上
格

の
御
勘
定
広
木
義
太

郎
は
庄
屋
の
市
川
正

平
治
宅
に
、
二
番
の

支
配
勘
定
三
宅
弥
作

は
神
主
の
古
川
右
近

宅
に
、
三
番
の
御
小

人
目
付
は
百
姓
代
の

丸
川
屋
（
小
林
）
松

之
丞
宅
に
宿
泊
と
し

た
。

　
こ
こ
で
は
古
川
右
近

宅
の
様
子
を
み
た
い
。
巡
見
使
三
宅
弥

作
は
、
天
保
九
年
の
五
月
十
八
日
七
ツ

半
時
（
午
後
五
時
頃
）
に
古
川
右
近
宅

に
到
着
し
た
。
す
で
に
荷
物
が
届
い
て

お
り
長
持
ち
と
角
荷
な
ど
が
あ
っ
た
。

上
段
の
間
に
は
、
上
敷
が
用
意
さ
れ
た
。

次
の
間
に
は
用
人
（
側
近
）
二
十
三
人

が
待
機
し
た
。

　
翌
朝
、
朝
食
を
取
っ
た
後
、
巡
見
使

は
古
川
邸
の
三
宅
弥
作
、
市
川
邸
の
広

木
義
太
郎
、
丸
川
屋
の
石
川
九
十
郎
は

三
人
共
ど
も
石
段
最
上
段
の
加
茂
大
明

神
に
参
詣
し
た
。
神
主
が
案
内
し
て
御

神
酒
を
直
に
下
し
た
と
あ
る
。
三
人
は

次
に
石
段
下
の
右
手
の
糺
（
加
茂
御
祖

神
社
）
神
社
、
次
い
で
石
段
下
左
手
の

青
海
神
社
と
三
社
を
参
詣
し
た
。
な
お
、

古
川
右
近
宅
に
は
御
国
巡
見
使
の
筧
新

太
郎
も
宿
泊
し
て
い
る
。

　
加
茂
町
で
は
巡
見
使
の
加
茂
町
来
町

に
際
し
、
当
時
の
各
種
相
場
を
書
き
上

げ
て
、
問
屋
松
之
丞
、
年
寄
次
郎
作
な

ど
が
連
名
し
て
差
し
出
し
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
上
白
米
一
升
八
六
文
、
大
豆

一
升
六
八
文
、
大
麦
一
升
六
八
文
、
糠

一
升
七
文
、
酒
一
合
一
五
文
、
草
履
一

足
七
文
、
草
鞋
一
足
六
文
、
金
一
両
は

銭
六
貫
七
六
〇
文
の
相
場
で
あ
っ
た
。

当
時
の
加
茂
町
は
、
村
高
一
四
二
六
石

余
、
人
口
二
九
六
八
人
、
家
数
六
六
二

軒
で
、
旅
籠
は
一
七
年
前
の
文
政
三
年

（
一
八
二
一
）
で
一
八
軒
が
あ
っ
た
。
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加
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風
土
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あ
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と
う
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寄
附
）
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茂
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）
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巡
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加
茂
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。
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で
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右
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宅
の
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を
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。
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の
五
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八
日
七
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半
時
（
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後
五
時
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）
に
古
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近
宅

に
到
着
し
た
。
す
で
に
荷
物
が
届
い
て

お
り
長
持
ち
と
角
荷
な
ど
が
あ
っ
た
。

上
段
の
間
に
は
、
上
敷
が
用
意
さ
れ
た
。

次
の
間
に
は
用
人
（
側
近
）
二
十
三
人

が
待
機
し
た
。

　
翌
朝
、
朝
食
を
取
っ
た
後
、
巡
見
使

は
古
川
邸
の
三
宅
弥
作
、
市
川
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の
広

木
義
太
郎
、
丸
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屋
の
石
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九
十
郎
は

三
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共
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段
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上
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の
加
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に
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し
た
。
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内
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を
直
に
下
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と
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る
。
三
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は

次
に
石
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下
の
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手
の
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（
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茂
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）
神
社
、
次
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で
石
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下
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手
の

青
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神
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と
三
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を
参
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し
た
。
な
お
、
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右
近
宅
に
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御
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の
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。
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茂
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、
当
時
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、
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、
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ど
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名
し
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し
た
。
そ
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、
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文
、
大
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、
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、
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一
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、
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文
の
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で
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た
。

当
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茂
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、
家
数
六
六
二

軒
で
、
旅
籠
は
一
七
年
前
の
文
政
三
年

（
一
八
二
一
）
で
一
八
軒
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
関
正
平
）

一
般
寄
附
金
（
交
通
安
全
用
寄
附
金
）

▼
公
益
社
団
法
人
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協

　
会
三
南
支
部
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

観
光
費
寄
附
金

▼
新
潟
県
立
加
茂
高
等
学
校
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
434
円

社
会
福
祉
費
寄
附
金

▼
北
陸
ガ
ス
株
式
会
社
長
岡
支
社
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

加
茂
市
へ

▼
七
谷
民
謡
研
究
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

太
鼓
10
台

　
　  

長
胴
太
鼓
（
足
付
）
１
尺
３
寸
　
６
台

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
１
尺
５
寸
　
３
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

締
太
鼓
（
足
付
）
１
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
チ
10
組

幕
府
巡
見
使
と
加
茂
町

5月18日加茂町に入った御料巡見使古川右近宅に泊った筧新太郎などの
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市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

27
㈬
先勝

28
㈭
友引

30
㈯
仏滅

29
㈮
先負

31
㈰
大安

17
㈬
赤口

18
㈭
先勝

2
㈫
先勝

3
㈬
友引

4
㈭
先負

5
㈮
仏滅
6
㈯
大安

7
㈰
赤口

8
㈪
先勝

26
㈫
赤口

9
㈫
友引

10
㈬
先負

11
㈭
赤口

12
㈮
先勝

13
㈯
友引

14
㈰
先負

15
㈪
仏滅

16
㈫
大安

・休館日（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・休館日（ＢＢＣ、美人の湯）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・市役所仕事納め
・定期露店市場

・親子運動教室
　　　　　勤労者体育センター　19：00～20：00
・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

　元日
・第45回加茂市元旦マラソン大会
　　　　　　　　　青海神社前　10：00スタート
休日当番医　徳友医院
　　　　　　☎５３－０１６７ 　9：00～17：00

・休館日（民俗資料館）

・市民囲碁大会　中央コミセン 9：45から
・消防出初式　市民体育館ほか　10：00～12：00
・休館日（民俗資料館）
　休日当番医　鷲塚内科医院
　　　　　　☎５２－２０５４ 　9：00～17：00

・市役所仕事始め

・休館日（ＢＢＣ）

12月・１月

25
大安

12月

㈪

・農地相談　農業委員会事務局 9：00から
・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・定期露店市場
・休館日（市立図書館、文化会館、温水プール、各
　コミセン、ＢＢＣ）

　休日当番医　みながわ整形外科
　　　　　　☎５３－３８７７ 　9：00～17：00

　休日当番医　須田医院
　　　　　　☎４１－５０２５ 　9：00～17：00

　休日当番医　星野内科医院
　　　　　　☎４１－４１４１ 　9：00～17：00

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・おはなしトレインのおはなし会
　　　　　　　　市立図書館　10：30～11：00
・休館日（ＢＢＣ、美人の湯）
・女性のための総合相談（事前に男女共同参画係
　☎内線330へ要予約）
　　　　　　市役所３階図書室　 9：00～16：00
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・法律相談（事前に☎52－6667へ要予約）
　　　　　　市役所別棟相談室　13：00～16：00
・こころと身体の健康相談
　　　　　　　市役所相談室２　13：00～16：00
・休館日（ＢＢＣ）

・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・オレンジカフェ
　　　　　　機能訓練センター　10：00～11：30
・休館日（ＢＢＣ、メリア3階）

・休館日（市立図書館、民俗資料館、公民館、市民
　体育館、各コミセン）

・レインボーけんこつ体操教室
　　　　　　母子健康センター　10：00～11：30
・リフレッシュ講座
　　　　　　　　ゆきつばき荘　10：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30

・司法書士無料法律相談（県司法書士三条支部の
　髙橋利明さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１ 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00

・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30
・加茂地区の農業の未来を考える座談会
　　　　　　　　産業センター　19：00～20：30
・休館日（ＢＢＣ）

※12月28日（木）～1月4日（木）は、12ページ　「年末年始各
施設の休館日一覧」をご覧ください。

　成人の日
・温水プール無料開放
・休館日（市立図書館、民俗資料館）
休日当番医　さくらクリニック
　　　　　　☎５２－９５１１ 　9：00～17：00

1
赤口

1月

㈪
・親子運動教室、雪上市民レクリエーション
　　　　冬鳥越スキーガーデン　10：00～12：00
・定期露店市場
休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 　9：00～17：00
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人口のうごき　12月1日現在 世帯　10,109 (-7) 人口　24,622  (-47)　
男　12,028  (-30)　女　12,594  (-17)　（　）内は前月比
（11月異動分）出生10 (男5 女5)　死亡48 (男 31 女 17)　転出34　転入25

【有料広告】

【有料広告】

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでい
くコーナーです。 第1４回目は「海洋資源」を取り
上げます。

目標１4
「海洋資源」
持続可能な開発のために、海洋・海
洋資源を保全し、持続可能な形で利用
する

　持続可能な漁業で獲られた水産物を証する
「MSC認証」や、責任ある養殖により生産され
た水産物を証する「asc認証」のマークのある
水産物を購入・選択することで、海洋資源の保
全に寄与します。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）

※※お知らせ版1月1日号はありません。 次の広報かも発行は1月15日（月曜日）です。※※




